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このﾡ分的ば. 産業2くらべて、一般2検進的林挙が 
今甘のアメリカにおいては、 実で面でごのようにそきされている 

のか、 理熟mでは、 先述面欧苫画からゝさIたちﾡ的京本学ぶ 

現実の向ﾡとどのようお肉橋にあるか、 まだこのここから要に今 

後の株米こ啓の、来. セ知ろろとするてころにある.

本学の 堂形と本業をきの埼べ町現求ヒは、海休の 区ﾡい法っ 

いて 創一峯株尽く 大mﾡの茶法から、ﾡ的点、入ﾡ稿、単本 

約のﾡﾡへと何いっつある. =経該ﾡ式負体ら. 末の普列ﾡ 

求のみに拠り母すして、社会ﾡﾡ2っ て変化しつつある. この 

ことは、失進面改ﾡ園々 わが函のみほらず、 アメリカにおいても 

程歳の差=そああてはまるちのごいえよう. とすれば. 本入刑 

子は琴か山少太かそのよ ろ点環契ﾡﾡのも とに報ﾡされだもの 

とい才るい、 また*っであろろ. そ○気はお い て、本書が示ﾡ 

にﾡんビ言ﾡと直接: N接、 われわれに与へてくると信じてい
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I (I) 林業経営着のための経済

-—— 中課題は変化 し てきている-----

(Ecouonuccs orForest Nlanagers— &Chan8ina Eu/hQ565)

再町家は勿自のこと 一般くの林業に対するﾡ及と所ﾡとは. 最 

延25平向を通してﾡしく友化してきている。 かなり最正まで. 一 

教の入や多 く の林ﾡ官に. 根本的に ぼ林ﾡを山林の保全にﾡする道 

ﾡ的同題 とそして後世に対する山 林全産 力 のお紀商向題と いうように 

考えた。 しかしながら、 今百でぼ、林業は非常に有利な私経ﾡ的行 

為として広く受けスれられている。

書木の 生産に出米 と 同根に有利8む済機会を硬供し ているとい 

うことの実ﾡされるにつ4れて 林業経営君の林業生産同題を分析T 
るとﾡ に林業経営吾が便用する経ﾡﾡﾡ に肉心 が高まってきた。 モ 

ﾡの信方 に現れるよ り大きな価ﾡにもと づい て、 林業塚 はﾡ業次と 

問じよう に最も直ﾡな林業のや り方を送ぶために より恋ﾡ語にわ 

たってﾡ用並 に益合析に係有する ことができるようになった。

本論は最ﾡにァメ ) 力のホ業経ぎ経浩学の残能と内容のﾡ念の中 

に起ってきているﾡ化の性格を分析する。 次レで. 当面の向題点を 

指』する ために継落的分析と若干の伝ﾡ的な経歯向ﾡと の肉理性が 

味される. このﾡ化にﾡする 性格 についてよりよく 理解 すること 

は自分自身の 向題を解まする にめに最も有用 な分ﾡ約最さ送ぼう 

とする林業営ﾡにとって役立つだろう。 ごれはきた同称に、林業 

組営の研究並に専内放育の行野にがける有用 に研ﾡ可題の取り 上げ 

方 を指 するの に役立 っﾡである。

勿崎. ﾡ 々 な林業 を 分析 するの に商河なﾡ し い方去論 を硬供 し て 

いる通去50商を通じて. 経若学の 分野でに実際に華命的は希展 

をしてきていない。 しかし. フェルクー『杯業ので斉考ea. チャ・ッ 

プマン『休林評価論。4 『林価算去ca. 及びIQ30以前の林業継 

基に組か介されているよ っな杯兼経営番済等は. 今日の経ぎに同する 

文ﾡ、ﾡ読の論文. 及び研究ﾡにみられる林ﾡ経当至斉学からみる
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と. やゝ呉なるテーマと西かにﾡなる同題忌とを含んでいる。 その 

向ﾡ点ぼ一般にばゼ の当時の知と京心とに対し て受当であ ったの 

で. ここ で指ﾡす るよ う 8向理点 の ﾡ化は初ﾡ の 向題点につ い てい 

かなるﾡ判をも含まふい。

従来の考え方
初ﾡの わがﾡの程ぎ及び経斉学の着君ﾡの習物によれば 林業経 

営経済学にポける主器ふ両ﾡﾡは4 っ の 一慰的な同ﾡにﾡ中された。 

1. 充分な次源( Adeouate rresources )
フェル ーらは格来の欲求にずるよっなﾡ分な木ﾡを供給す 

る にル髪な充分な土ﾡにだい て「優良な」林業経ﾡを達成するた 

めの南題にに肉ﾡをもった。 しかし. この後求の彩響及の格来 

の価格にも と づい て見込まれに供絡量に 室さ を置< ニとょ りも. 

むしろ物置の面かろのﾡ対向「不足高」にっいて肉 がォ わ れ た。 

話述の着石よ り 遅れてﾡわれた着述を達は直ﾡ二の 商題にﾡ号 し 

なかったけれどる、 そのことはﾡらかに彼ﾡのﾡえ方 に形響 を 与 

えた. 例えば 多くの経営きの着述家は高い税金林※経営を圧 

迫す るﾡ都や茶約的8杯業を広大 する場合に署す る保際及び 金簡 

機調の 欠紐などを論じ ている。

2そ営ﾡ (rontcgcrta/ costs)
最五まで. ア* ッ カの林業の経ぎ通経径に含まれる危ﾡとその関 

用とが極く感のしか知っれてい8かった. 従eって、材頰の砂料・ 

や他の文ﾡは急ﾡ事や原部ﾡ、山林政育に役立つ灰険の不ﾡ ・ 

かに過ﾡと思われる町産税の辱在 それから ﾡ夫や地の零細麻殊 

所有君が供付金を利ﾡして経営し たばあ い 利 予ﾡと最 しての山 

林我 資の 長堀的な収猛力 とざと8 係 あるからどをやゝまし< 

論Uた. かような貫用にﾡする諸ﾡは山火や他のﾡぎ、 税金 及 

び利3率奪の 大ささ に等の 商じがわれ、 大部分は記述的 で あ 

っ た。

<う)

3 会計的処( Accouれtc t8 )
一定期回のﾡ益を 示す記録制藤 すべ て の 東引企ず にとって 

髪欠くべからざるものである。 大部奇の企業と違って、 林業は数 

十年向という長い生産ﾡﾡこ遷とする- ﾡって 或るのﾡ 

経営方宏の登当性はその単-G ・ 2ヵ目行期にっいて の現金じ受 

の記録によって評価されよっ吾がない。 しかし か、る記録は償 

例ﾡであって、 まに所ﾡ税並にばの巨的のﾡめに選でみった経 

老ﾡ目部のために. に月同な二れらの記ﾡを行8みうと試みる 

とさ. 初堀の殊媒を有ぎ言は向部利予 Ciouted cotteresc) 
さ概ﾡと し て aご係する = と を劭 め た。み木の 自※岐長 及 グ晡負 に 

よる事本価値のﾡm愛は得として、 また同がに、記録されるべ 

さでァった. しかし、 か、る促系はが的8会手阪きに尽して 

いるので. 殆んど受け入れられなかった。

戻価 計算 或 月 七 の 他 の 方 歩 によ る 午 架 如 率 の 所 気 にW する 紀 愚 

はﾡんどﾡわれなか ? た・ またか、をだ入 ○用居はし ていなか 

? た・ .

4. 森林の 評価 (valuctiot )
ホ来. 最もなﾡの冠味に合けるき個としては ﾡﾡG長類-ﾡ 

・林※計画におい てﾡ盛力を評す る方云と、直廣、 不材生産 

に みき項え Cユたの評価を行う 方去とに向する研ﾡとがみる。 か 

ハる分の大ギは2っの泉同. 町ち.「そ営. ﾡ甲くcost)・ 王星 

寄にﾡするﾡ別は収定の下で、 私は同ﾡに8 っているﾡ産 C即ち

ホ)に どれﾡのべ通 を支掛すること がで きにか 3C知 っ,- どの 

<みいのﾡ本設ﾡが予 ﾡ攻 盛から ずる書 足 G 悠益辛 を形はした 

だ/うが？」) 数は、特別 G連林ﾡ間が号 そられたとき-「この取 

返いからのm I盗 は 三 の通m資に対するﾡだ G畑 基き与える 

だろっか?コ かかる向題は「ィ エス か「-- かの 回答 或は 

4々所寺の桜ﾡから生ずる 特5 8巡湿卑を支めている。

これみが根本部に は静態分で あった二とるまに主目されなけ 

ればならない。(ﾡ において 価ﾡ並にﾡ用を各んでいる現たの
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なﾡは 通ﾡ規ﾡに統くものと昼定されだ。 沢のをごにさいし 

てﾡ化する糸の影定は. 通常. 兄稿られふかった。 起則正しい 

長期ﾡな、 しかもき 合ﾡ画的る経堂完に示 されるヨーロパの宿 

者は、 請らかにこれら ﾡ用の経斉的行の形式に影響 a 及 ぼし た。

評屈に生産ﾡとﾡ入 の い がれをる取磁 っている会計のﾡ記固と 

認係がある。 しかしながら. その27の両の明己にしてﾡ愛な区 

ﾡは、 肉係替がかかる者料をﾡ察する とさ に直画する処証である。 

受記はア 安的費ﾡと牧入の記録 —— ある君干の場合には「ﾡ印 

な」会 計子で によるﾡ別な産単価に対するﾡ用の当 に肉 

係がある。 かかるﾡ当は所得税政は他の云のために 該は大ﾡ 

の企業にて有さ れた方五 が桜立 ?と いっ理由からﾡ率町でみ 

ろう。 他る. 認?屈分所にﾡする率ﾡは全くﾡ来に麻係している- 

ア安白な釜記々録のら のずポがﾡ系の 覚用 ccostゝに っ いて正当 

な部P届 を 与 えをﾡ合 nみ. ﾡはそれが将来のそ収益に影響 す る 

合にのみアデ的でﾡ記々録から の ﾡ料は評価 計項にﾡて切 に 度 

男される。C例え ば ﾡ産町定 に記こされる さうG木林に代るﾡほ 

の物桜ﾡは、 ごれがﾡ来の微用Cco5t) なわら. ﾡ来の得 

税 ﾡはﾡﾡ利得桜に影響を今える さ う な場合にのみ、 と の ホﾡと 

好連. し て 評/計耳に 入るだろっ->

テ 的Gﾡ記々録の割ぐと評価行に遠mG ﾡ用及の昨得を田 

らかにすること との区る o 欠 ﾡはﾡ常在せの 部に あいて相当の 

愛乱を いてきた。

経済的 分析 に於ける当 面の諸論点

経済状態 の 飛化 と 共に、 これら伝統的な同題点にﾡ正をﾡすこと 

び高当であるとﾡえられるよっになった。 根ホﾡには、 かゝらZ化 

は経巻キ引 き に桜立っにめのより俺全に し てﾡ確8方表と孫料と さ 

ギめあ山林経営眉の砍ギ例ウ俺展 した。休ボ釈にとっては もはゃ 

休水を育ﾡす るかどクかにﾡじがあるの でな< て.「何処に」「どの 

ように」「どんほﾡ種を」L 如何に を く」 といっ二とに一層のﾡ心 

パ あ る。

財産税、 正びに長ﾡ言源分ﾡ の 室 季に5 められてきていない。 

しかし. 通常. ﾡ星課税のよっなﾡﾡが個る的G経営看によって左 

右 され も 芸 がな い の ご. ごれは野に 宝当 杯求経ﾡ学・ 時に ﾡ政 

上の 主通分野にﾡされ てきている.

てはや. 一般的なﾡﾡ分がに非常にﾡﾡとは ってさているので、 

経営経済学の 一部とに考えられなレ。個5印で林業経営の 来ばえ 

は格来の市ﾡを予ﾡする ト・プ・ マネジメ > ト の-力に 大部分は 

ﾡしている。 しかL、 今日.山杯経ぎﾡ述はそれらの判ﾡの基と 

なるような改番 された資料が与えられている。 通五 5年間 を通じ て. 

尚深の不足高に向するほﾡ並に 量的評価を場たに 入れた 派初 の 主業 

s林業生産分ﾡが公表 された —— 従って. 將来 の 価格 で 尾 る 广 不定 

髙」の影響を経営君に説明するのに殺立っている。

ﾡ育の面では 林 業経 富多酒 字 の 課程 は縫田•理読 及び林業尊者寺 

の より ﾡ期の課樫 でsん だ原理 に大いに依た している。 二の根ﾡに 

そとずき ざ の林業経営そ育せの型経さﾡ有 在ﾡのﾡ向題にゐじ 

た経済ぎの 分研町方宏論の応用向題と L てﾡ週することがで さる. 

一「摂受」の林*経営を兄すことでなくて むしろこれらの行ﾡ 

の手様の使用宏をぜニと である-

※現上の優宜上、営面のﾡ業経営経済学に「程有向分→ として 

論でこれから論及しよう. 恐ら<. 悪口同語にﾡする委運にその 

行野 の「新L い-」ﾡ野に ついての偏ﾡを 回避 するの に役立 っ だろ う・ 

いかなるﾡ木生長でそ. 注ﾡされる 変化 は突べ起 って<るのでなく 

て 遅い発昼通危をるのである。 して. 岩干の中じ向ﾡは定リ 

つゝある あ化をﾡﾡに するの にはであろ う。 次に述べる そ の は経 

清的分を行う場合の室器な手がかり とも思われる・

短 期 的 強勢判断 Cshort-rwt αecision)
良明 に 亘 ひ 全<ﾡﾡ的分析の無益さは、 ﾡ近- 何倍という立ホ 

価格 及び 登用 ccot) のiﾡやま た若手の地方に送いるﾡ〜ど完全 

8市湯愛動によってﾡらかにされてきている。 要に、 そのよう変
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ﾡぼ 百下のとごっ例外というよリそ む しろ通則として一帯に右 

誕されている。結児として ばるかに聖器ほ向ﾡは短期的題新判の 

た め の針 a 田 ろ か に する ことに置かれている。

一ﾡとLて. 杯経営の経斉的方がを挙げれは「ぼいめは、杯 

求家ごは現ﾡの格と山杯の長期的ﾡ労生ﾡ力とをﾡﾡ しﾡ町号の 

林分に対し て どの くらい支すること がで き た か に際心を者せた。 

しかし. 最正 数年同を通し •て、林帝官達はﾡホ奇稿の最造水を

だする二とに一層のﾡじをもってきている。 そLて 一ﾡにわれ 

われは一層短期的な. 更に物態的な再題、「例えば 現在の杯ﾡほど 

を方ﾡするとさ、 いかに平くわ れわ 忆は维通林木 苗植 に近 け よ う 

と9力すべさか に肉心をるっている。ﾡって. われわれがﾡを 

そっている「最適林木蓄ﾡ」という のは. 々のやﾡﾡ還ﾡ向のﾡホ 

ﾡ稿でみり、 それに現ﾡのﾡ不者稿よって、 大部分、 される.

同令林そ営にﾡてに む しわれわれが所号のﾡ位に号の樹ﾡ そ 

ﾡ浸するとき 次の40午或6り年を通して. どの<らいのホ 

ﾡが以長するかにフレてﾡ然としてﾡじをもっている。 しかし. 契 

に 該近 ごば. 現丘の未ﾡ杯分から どのくゥい の生産量がﾡmできる 

ごろうか。 例えば 現圧. 旅なﾡﾡのﾡﾡをﾡいてしまう二とに 

よって. 采のﾡがどの よう な影響をう けるだろっか —— にﾡバ 

が示されて きている。或は「その ﾡ杯や製ﾡ工ﾡにﾡい てのみなら 

ず: の不材 を用 する請工祭の 副ﾡを利用するなどにさよるさ り 

ﾡ約な利雨によ っ て現ﾡのﾡ分から の ﾡ益 がどのくら いﾡ加されう 

るか一 である。

よ り 短ﾡ的なケへの向は林米由産ﾡにﾡ するゃ ﾡ髪な研徴、 

すGわら、 2. 3平だけに当てはまる分ﾡ向のﾡ用細額に対する可 

夏ﾡ用の催い割合を強ﾡし ている・ 固ﾡ用に対比される時の可及 

ﾡ 用は方系中のﾡ商を通じて 生産林ﾡに っれてﾡるところのもので 

ある・ 経有的更にって、 どれを送べかの向題を分ﾡするゐ合に. 

われわれほﾡ衆来の生産高 く承言すれば可波ﾡ用) に影響を导えうる 

ところの それらﾡ雨に阿 し て のみﾡ係がある。方府ﾡ向 がよ り) 短か

くなるに. 達ﾡのよリ 小额部 方はごの ﾡ野 に入る・

周えば、 回々杯行経ぎにて、 一旦、 政系称分が攻種されてしま 

うほらば、 切ロほなる支士や欧ぶの※性なくしては. 産は達攻されき

ので、 次のﾡ期向のﾡんどすべての貨雨Cco5t> は求営用で 

ある. わフれわれ 宣杯賞 や すべての 保援 快 を最刷限に あえる 二 との 

cさる くそれによって収盛を変える) とき. 全論ﾡ宿の渡杯事や 

才べての係護ﾡは安友ﾡ雨の師町に入る。 しかし、 例lえぼ林分が、 

s年にこする時に、毘虫？腐れの撰懇、山対『止 下刈り は御运 

休等のために既にこう むったすべてのﾡ用 Ccost > は画足骨司 と さ 

ってしまっており. それ自本でば、 もはやわれわれのどれを当ぶか 

の向盟にﾡする分府に入らほい。 それらは 現ﾡでは全く一ﾡテ※ 

で そはや生産置に一層のﾡﾡを字えることはできないので、 そね 

っはこの 輪期に肉する将来の 方析 に於て 類現す ること がで ミ る。 

②(たとえ、 これうのﾡ隔Cco5t か 宏 上 に致される =し てそう

最適件を 決定す ることく D=terntit;na oPtr& )
加ﾡの研死ゲﾡうべさか. 同ケべさかに対して「イエスか

「ー」かの 回 雪 を求め た としても. 当画の因じは「何処に→ 「ど 

のように」「u かﾡ」造林する かという 向理に 一届の岡に か みる。

二 れらの 向題は 或る短営 肅 の 生産 資淚 C 5、8 4-) の派迫9に行の交

だを意味 している. 政育勤と研ﾡ君ﾡとが = の 知心を もたらした。 

み 普された分析 の我術とい う もの は 野にﾡさ 適当G生ﾡ号ﾡ 

ﾡ料と同じように. ﾡされてきている。

大ﾡ 20 年0にば「材橘 の少Gい 区歳 か ら 攻僕 さ1れた20 コ 

一 ど (証右き: 大 体260万 のあ合と比べて或る 経営 に当てられた

0 これらば"短ﾡ的え番ﾡ"方Fでみる。即ら、それは改る恐入量が生ﾡﾡにさ 
えうれる囲 がない握、短い時向的向ﾡに当てはきるそのであり. それさ女、 三れ 

ら愛因に対する入は.この8『向的分向の生にﾡ係な い とニろのﾡ用 
(cost>である。すべての言用CSutた co9t 、B目かにこの記田

に入る。
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区ﾡから30手向でエーカー当リ40 コー ド C訳港き: 大ﾡ520 石〕 

のけーデン・ パマィ ンが生云しにというニとを知る二とはﾡ式であつ 

た。) しかし今曰ではかよう Gﾡでは充分どは云 えない。 今日の所 

究は「ﾡﾡ ﾡ令 地位. カホﾡﾡ等ゲﾡ町 ﾡ的生長に切点5 
る影響を5える か」といっニ とを山ﾡ経ぎ君に知 らさな げればは う 

な い。 ﾡ用と南 のある 二れ ら の 愛西並にﾡの愛西の形響 そまた評 

価されねばほら ない。

経ぎ上の統制に従 っ て動く / っ 或はそれ以上の髪口の連税的5 山 
さい安化とﾡ表ートのﾡ係にある生長.所得家にﾡ用 Ceost) の現天の 

姿化を研ﾡする ニとによって、 その ﾡ達性の性ﾡは平均電戦は総ﾡ 

が感用される場合よ りる. より分り易いぶっに 恐われる。ﾡ有肉分 

ﾡるきたのゝる方によって商易化される。 本的にに このこ= 

は 限方が である-そ 研ﾡにﾡける こ の 日知 の。 が林* ニ < 

玄くィほ用ごれるよっになったの なく ﾡ近の 二とで. われわれかホ 

業 生産 に於 て. われわれの「何欠に-「どのように- 「い か樫コ 追 

林す るかという 向ﾡに対する 回容とﾡめる よっに8っ て以来の -= 

である。

何を産バドハ つ問題を除味する こと CApprasin8 a/uerative )
営 に て経否的分を用い る目台は. 将来のﾡ支 に基づいてﾡ 

々なる經営方玄の効果き足出すことであるという ことか'出発を。* 

の中の若〒の 夕ﾡぼ他の語分ﾡよ り も何を逆ぶかとい う 向番に明ﾡ 

に理えて くれる。初ﾡのﾡ求経音ぜ為達は一最利守」すなわら「室 

営止ﾡ」のよう8研にﾡった. しかし A総部8部価計ﾡでﾡ田 

された長堀ﾡ与方ﾡ方云は不澄であったし、 困かに この夕野 

にける ﾡ展 を運 らせてきた。

ﾡ左別方ﾡ Cru;fference &L&lysis)は何を送ぶかの 向題ると 

<たのにﾡされた経有学的行研段の/つである。最近、 グレコ 

り 一氏(はな 為林の 名 尾 ﾡ利 用によ ②純利益を部価するよ う 8向題 

にみい て ニの 方法の 間防性と有用性 とを暗 ウ かに論証 し た。

経を的ﾡ熟掘 < ウLntcia/ wL&t山rバty )に ついての 南部林洋試 

( )

験ﾡの ﾡ額はﾡ林経営に送てﾡ示 か立維ﾡか を送ぶ た の に足 

的な判断の基 を利 雨するとい う現ボ にうける程ﾡ的方ﾡ を例 示 

している。経斉的方がのﾡに通む送浜の向題は. A処に. いつ、 

いかﾡﾡﾡ転事や. 書、 保議. 利用奪をしたらさいかといった向 

ﾡである.

過去を通 じて将来へ (Futre oveY P2sE )
向題点はﾡま的車実よ りもむし ろﾡ来の子廻 に向けられる。 かな 

り初ﾡの会計学においては. ﾡ用ccost) と所得とを組合せて記品 

することの助け を悟 ・) てﾡ記保 り の計算書に記録されたよ っ a運去 

の経ﾡにもとづい てその来のﾡをのる ことが囱無しこ強灣ご れ 

ﾡ向にあった。従って、 ﾡ期の着者や頑近の若書でも. 内部利き 

の「集ﾡ」立木画格 发動因m とし ての不ﾡ桜宮 ろび監代類及ﾡ己 

と してのﾡ政ﾡの初きﾡ向に相当の主きがふきれた- かかる 

国 費 用 の 満部 は経済的 肝 にとってぼﾡらがいの 古 である。

研刊行ﾡもまた通云の 車実の商単さ秀察に よ うて将来の 要査経 

営五に肉するﾡ国 をいき だす という建大 ふ課 り をみおかし こ さて い る. 

ﾡ えば: 騒々、 刊行ﾡは / 930 年代初寿 C表ぼ凡そ他のﾡ ・のﾡ 

ﾡで得ら れた攻益幸を宿適し. そのﾡ向の 大休の憐円〜畑雄を行 

ﾡすることなしに. か、る 所f得 はﾡ 柱 の種林 か ? も得 ら れる だろ う 

ということ を頑ﾡ している。

かゝ る論述の是非は別 として所得税を支神 らわ超ばな らず そし 

て桜ﾡ家 が依然と し て 自 方 審の 投資狀態に 爲 し て足ﾡ的に商半必も 

銀を愛として いる向は. ﾡ記にﾡおしてい る会ﾡの ざ の桜当は依 

然としてﾡ響である。 しかしGがら. 委記々ﾡが将来の林業考町に 

とって非ボに有問8 宿公 とし て往立っと は掲宿 できなかったし き 

たﾡ待されるべさでない。従って、 ﾡ記はをﾡ的行ﾡにだて大さな 

g受性をる っていない。

近べ公ぜの行における別活ﾡぼ経せ経有せ ちほわち、( 

済的方ﾡの不可欠に部行である。 例えば 他の函工栄にだける会計 

«はﾡ辛を副定する場合に役立つよう ・課沢 価制 ﾡをﾡ展させ



C/O)
てさ た。か かるﾡ彦は旅米の短殊課ﾡ の 実行面に鷲ける効幸を型支す 

るための非幣にﾡ同と指針とさるだろう.一/不運波 商夕、他同 

波林家はその位の業が初ﾡ的にユつ飛そﾡ力のある布表で 実行され 

てさているか、 どう かという2と を証西す ることであって, それら 

が字行されるべき であったかどっ かをうがする ニとでさい。また合 

理的な面 は爆れに 価計算制 浅 を ゆ要 とする。 そういっ2とはﾡ 

価が変動する とさ. ﾡは改及されに工試ﾡに対し 界材料 の利用度 

くﾡ君産: 製材歩止 り ﾡ) に波化が成る時にﾡ過利雨方去をそおす 

みには家とされている・従って、 会計にだてもせれらの働団は経系 

的方研のために窒受であ り、 圧史的局面とい っより もむしろ格永の 

ﾡ向が向な の であ る。

経済的 分析 と若 干の伝統的問題
CEcoLontic Anolsis ⑷x Sowe Traditioa/Probles) 

経営を有孝にﾡける 商ﾡの波化 はﾡ米経営ﾡと経斉家連との向の 

ﾡ論の た めの伝ﾡ的な尚題にﾡし い 用 鄰を提供 した。 スにのぺる 2. 
3 の 例 はセの例誌的 す ものでみ a。

立 不 評 価 <StumPoge appraisal )
ヨーロッパ の 評価論と較し て. アメリカのﾡしい 向題の 一つと 

してチャッ プマ ンc 氏にって ﾡ述 された 林ホ評価論 によれば 

「立ホ価ﾡ→ を麦定するたのにﾡ初の生産ﾡ格から加工ﾡを左 

L引くとい ウ 合衆国四林局 が、守 ってさ にる去にっ いての 同じは、 照 

工うすらいでしきった。 二の方云をどっにかして 実行してい る経宮 

有連は引 表額の 起味を顔師 している。しばし ばこのﾡ額は木ﾡの 

公正8価格- る至は不ﾡの公正な下材価値と して立木神有ﾡに帰風 

されるべき ものとして 自及さ れた。——実ﾡにはその い っれでるは い.

立ホ評価の程若的行析はﾡ手のぽ野末する価格を交す る主速ﾡ 

としての品、 ﾡ在の位格. 亡して将来の留用 Ceos t)と価格予想 

に 一層 のﾡ点を置いている. 関手の 更か っ の エホ評ﾡは短ﾡﾡ油 

勢分析とL加工利益」の物定とをは•っきりさはることによって、君

Cイイ 

〒 修年正されてきている。しかし、 加工利ﾡの知越のみではﾡ入ﾡ 

にとっ て殆んど価値がない。市ﾡ価格と利雨度とﾡれとﾡ争す る原 

ﾡ料の 尿価の如き 師澤西にﾡする確かで資料を帝合さ せてはいめて 

m工利益のﾡ料は立木悠ﾡ計画の た め の合理的根線を提供する。

従って、 た とえ立木部価の術が経斉的行ﾡに於 て ・受住をと w 
めるとしてそ. これはか ・ る奇料の応ﾡと刺違あるすべての苗向題 

についての王ﾡαﾡ尽と共に. 安 に詳細に考 発される ことに なる。

森林ﾡ 穫 Cforest rect ) 土 也純種 Crent of soi/) 
経済的成熟期 Cメバ?L2Lc/L ?れ&ズurバty)
百年上る前に、F&ust?t氏は木ﾡ役育の価値をﾡ極 した祖 

ﾡ的に最も適した輪ぬﾡのま足をﾡの て祀楽しに。CTowcsont. z ). 
二のこ とぼ「最大の保ﾡ紀ﾡﾡ」のﾡやﾡとし て運ﾡされて き た。 

それは桜音にﾡ係 せず 年々 の紹8所得 く森ﾡ絶収破 き極大 にすら 

ように 計画 され た. 最まで、経済的 ロ 最近の 輛後門 の 舞議 ほ技询 

ﾡ益くﾡ大の土ﾡや悠種) をﾡ大にしまうとする玲ど集を 三の輪 

K期の い づれかを と る かにﾡ中し た。面め の度をはﾡ全ほ寿き的分 

桁相 式に 立脚 した。ﾡ木ﾡ根都ﾡﾡをるﾡ合に、ﾡ客ﾡは経ご責、 

生長望、 及び生産ﾡ価ﾡを見橘ることがﾡ足された。 かゞるデータ 

(に も と づ い て、 森休紀攻ﾡ をね 大にしようとする 商 と 土ﾡ能収 

優をﾡ大にしさ う と する偽点期 とのうちいづれか一お に従 って最通 

ﾡ伐ﾡをきのることであった。 しかし どちっの合でも. 送ばれ 

た論伐期はての全ﾡ伐ﾡ向を通し てﾡ茶件が一定の ま、ﾡﾡし た湯 

合にの* 民したよう8環大益さるたらしたるみうう。 非常に 

有能さ しかも大眼なく達 c該 は経そ斉孝 うでさ えも か ・ る的確さ を受 

支しはしない。

経若的行府 に従けろ 当 画 の尊朝的特徴 は 二 着坎一的 方 も. すなわ 

ラグッテンベルグんやッ トナム cみ氏及びての他のく盗に っ てﾡ 

証されたよ う な鮭済的 浅 熟閥 の 方式 で あ る。促ﾡ尚政熟期対し て 

間 単 な 歩 案 を する こ とな し に かれた 新 し い桑理ぼ迎云の舌用に、 

専ら短ﾡ的ﾡ系にしとづいて「ﾡﾡ声」を足することである。次
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の2. 3年吉の滋長によるそ れざれ の杯木の価値の 子測さ れる塔 

とそのﾡ商内にごのﾡ不を改長さ るの に零すると予ﾡされる登加 

ﾡ用とが比ﾡ汚居される。 杯不のﾡ左の市ﾡ価安は工利左Cﾡ契 

のﾡ上の救資価格でさほくゝ に於ける利チに舸用の中に含まれる。 

経ﾡ的分ﾡの 兄だからすれば、 土地ﾡﾡﾡを承大 にするﾡべﾡ 

と経若的政数堀の騎ﾡﾡ算 と は 算の 期向が異る ごい で 列 ②。- 

前看 に必 て 力•摂 爾 c全ﾡ伎姫ﾡは それ以上> 計算 で、後ﾡの場合は 

短寿c2 3年)古計ﾡである② ——

会言計 と林業経営 CAccountig 2nd スL2.2L287Let)
会ﾡ術ぼ経営 にとっ て価値あ るるの でみるとﾡ言 できるのは5 

台のよっに冠われる。 f得形去と感行するたのに、 税金をﾡハにす 

るために 或田っ かに興なる生ﾡ通ﾡをっ ている企栄にけ 

るﾡ的々 警記世要奈 沖 を着足 さるた め計画された 方去 で記録 さ 

Lてさてい る証ま的ﾡ用とﾡ益にﾡす るﾡ料は経斉的行術にぷ て取 

るに足っないノ値し かない ことも同ﾡにﾡ白であるよっにﾡわ れる。 

ロ ーバり 一 c 氏及で他のく達はﾡ米にとっ て一ﾡ遠町な新し い監 

記方去を硬系してさた。 しかし ﾡ※反に会計同語とその区術にﾡ 

するさより 優れた知識を5える な ら ばよ り 商単にそL c 一層旨尾さ < 

所ﾡの目的を達成する可能性が大きく な合であろう。 とう すれば、 

林※経営着「ﾡ部」業務と自行達に役立っ会き方去とき区列 する 

三=がでさよ う。彼は想用8管運び術と妨幸分をﾡ問す る場合に 

会計系から可ﾡ尽すべての助力 を仰ぐこと を除い て は. ﾡ記ボﾡ を 

全く会計板に一仕して しきった方がうまくいくだろう。 かくして

② ウ ォーレル氏シり ば" 内部地技幸"を最大に したいといっよつは4代期を 

ﾡして会た。 た"が. ボールディンク"の/は "企のィ値の階mロ辛をﾡ大にす 

る" よっなﾡとしてﾡﾡつ"けナている・そし、ﾡﾡ上の☆価○い企ボの 

ﾡ値として便用されるならざ、二の*き京ぼ・卒ﾡ的には.土R択川不のき算てうも。 

そしてそし企ﾡの値が市易価値ﾡヶロエﾡをにさってう共起 されるな ら しさ"その 

方去は、本央. 登済的支田のﾡﾡさ計に全く等しい。ハラルド・ディクソニCやはの行 
フ た 内部じ社ﾡ 時 る今町と ヨ ーロ ッパの義通泡牛の 品へ期じ危は かゝるき計 

質云に 契て則匕しつ 〜あるﾡ用と価ﾡの与そ合形番 を哉田目 しているウス1 ども そ の 

今 はﾡ上のﾡ値にもとっいてあり 本来.長期だみ的及み"的行竹をといのている。

C/ラ) 

休充経ぎ君達を会計部内から込ざけてい る宮素度い の障ﾡをなくす 

ニとができさう。 二のことは な才に会き計部内とﾡ林部向とをﾡび 

っけ 林業社資ﾡ会のより西台G、 範得のいく将来子更をトップ・ 

マネジメントのたの に号える ことを 可能な っしめたろっ。

ﾡ互の設万や 延史も記銀の記入お表 を会家に説田 するための 

杯移官 によ るぎみはﾡ の通り あま リ カ していない。 そして若〒 

のﾡ帝官は気き計家や話能保り)になるのを望しでいる。 イって. それ 

されが相互にﾡ力でき © これら 2 っ の写口ﾡ群口の共武的基歴を充 

分に確立する ニ と き除い ては 専門家としてとのまゝ ﾡ聴ﾡを認の 

る二と が最る実雨的と思われ る。このわ去の同加な利基は林来経 

営君の今ﾡ屈ﾡにﾡける主ﾡな乱沢因の / っ を取除< 助けともな 

ったということである。 それば経有的行所C杯業経ぜ石の行野. そ 

れに対し て会計家にらは非常に吾童なﾡ献だをする 二 とが来る れ 

どるも、 ピ の分野での会計家達は指導の ための ﾡﾡはない.ゝ にﾡする 

函向題と を区別 するの に役立 つ だろ う。

山杯程営にて複利 を便用す ③ こ との番当性につ い て. 卜ﾡ上、 

フさるこ とを知らな いi論は、客記と經清的方析と き区裂 すること 

に対するわれわれの不ﾡ分さにあるもの である。 そのことはとの帝 

証によ っ てほとんど波えら れてさていない。 経斉的分店f に於 ける麴 

利計算はﾡと攻益との対立肉係が/年以上にﾡる場合に い かなる 

方去 を逆ぶかと い う計通=ﾡわれる。 そして 一ﾡに部め ら れた透記 

の聖用は内部利3 <^p〜te4 /terest)或は他のﾡ会ﾡ甲を記録 

才る ためにﾡくし てはいない。③ﾡって. ﾡ正突的記録にて 内部利

② 内きU3CiotPuそe& iterest)は. 我禽家が •二君次-明位 頂•し二お こ軍保す 

多二とのでさ© と足われる 利益 —— ﾡは4の ﾡ廷の 球該 にて骸得されつ あe とﾡ 

われる利益 - 乙あe。

ﾡ会ﾡ用は.いかなら出ﾡ愛回でそ ピの次のそ生産的な便甲におて得する二とのでヨる収を 

である - ・部イuるのよっ にﾡ「合5 か行われな いとい う理田で、¥れは論上のﾡ田であ己. 

しかし、ﾡ会横 は有 用 8器四の最系の便用 a 定すき場合にﾡ愛であ き ・

故らば 土し接かすべての飛会ﾡ用を含んだ可没背田マ額よりも大さになく、すべて 

の塁勝がよ I)大さく秒されたならは、 地益はこれら他の用途にﾡけだにむみろ う。



予或ぼ極利 は岩踏される けれどそ. 密 在及"、将来 の選ぶ、べき 爭柄"を

ﾡめ. それを知ら せそ場合に複利は有用ﾡ分ﾡのキ段である。

ﾡﾡにﾡするマーカ スﾡ士の興味あるびﾡCF シャーナレ・オ 

プ・ フォレストリー の入目号 さ. 会計と経斉的分析とをﾡ合的 

に鈴Uよう とする試みから起る誤り の杏ら すﾡいﾡ例である。氏は 

再ﾡされつ ・ ある休分の 関用が、 収徴さ化よ っとしてい ©林家は 

設ﾡされよ うとしてい る 林一 C従って、 今かっR後にﾡ優される 

さうなゝに対Uて部せられるべきか どうかにっいて 南を者せて 

いる。 そのﾡ部はﾡ近40 年御の林デ支ﾡ上にﾡ表されてきている 

多< の興理的なるの である。 その行析ぼ長場 C君〒のﾡ失壊) 明 

にﾡﾡ的分析であり、 ﾡ吉するならば、 ﾡ来のすべての故定方去と 

ﾡ用 ccost)が一定であるということをﾡしている。 の合ﾡ 

用配分の 目的につい てﾡ乱が務される。 ビの 向題はﾡ記上の 向題 

であるのか、 すほわら. 造ﾡﾡがﾡ用化されるべきか、 ﾡは資本 

されるべきなのか? 或ごれが経森行研上の向ﾡであるのか、例 

えば、 この林方がいかに型新されるべさなのか? ということであ 

瓦

その 向ﾡが、 る し程斉的行の / っであるなみ 悠徴されよ う 

としてい る立木価にﾡ係ある再並殊ﾡはむ し ろ 無意味で ある,す 

なわら、 現后の天然床の団値が天ﾡﾡを とまっとﾡのるべさ6の 

か、 政はく工砲ﾡとするように好めるべきなのか どうかをまめ© 

経営為にとっ てどうし て桜立っだろっか 2 とし て植ﾡ造杯が方針 

どして受け入れられるならば、二の王のﾡがﾡﾡ金杯に流し た最 

良のﾡ艦、造所ﾡのための用地のﾡﾡ. ﾡﾡな向ﾡをとること 

当に っ い て経営名 に ど〜な彩響をテえるだろ っか? ノース・カロ 

ラィナにあ ○板8i林で非常に枯初 ヒ に林方の代採によ き所得の 

ﾡ対額がペ ル プ会士の所有者にﾡ々 なる 二ﾡ状一前林相ﾡﾡ くその 

中のﾡ干 はその地感か ら のﾡﾡP得*額 ・ りも多く ﾡ間がか ・ © だ 

ろう。ゝからの地益力についてど～ふ不唆を与えるだろ っか? つ か 

みすべての 内通はﾡる役ﾡ的ﾡ次方去を心愛とする けれどる、 こ rL 

ごの合に現左の得は、 ぞれが有倉の現任のﾡ税、 は勤 

ﾡ産ﾡに形響す 多現合をﾡい て舞ﾡ係である。

もしマーカス 氏及びォ スーワル ド氏の系が経有的行ﾡにて正当 

でいならば ﾡﾡに役立つであろっか? もしﾡﾡ局が造林ﾡ諾 

環を支すること を受い入れや意起がかる ほゥば 家は.そのこと が 

桓就目的 と は別 の 百町のたのにあ入された起録上の受ﾡの得に対 

Lてか、る ﾡ用をﾡﾡ しするの に役立 っ と会計ぎがﾡ ったならば 

cの来はすみやかに釈雨されえたであろっ。 しかし内部利益或は 

「幅」利 は 雲部 々 入 しない から、 オストワレドの 商証の 主選 目ﾡさ 

失われる。 cニで. 2れぼ受記的秀孫が経春的行ﾡの向起に神入さ 

れたので、効ﾡのほい論証の一刷なのである。

1 結語
「経済部分」と し てき及 したﾡ代の 杯*経営経をぎに送け る 主 

髪6肉じはいづれを送ぶかをさのるたのの ま 足ﾡ白ﾡ 森に基 づ 

く林ホ畐■横の農適係件 を選ぶ、ため の技循の 発旗とZ の便 甲委に要さ 

埃えられて きてい る。 われわれは今日もっていらと二ろのもの、 乃 

至は田日っ かそ知れな いところのそのについてのみ、 実味にいづ 

Lを逆ぶか といっ こと が肉係 していeの でみ って. ﾡ去 のことを取 

扱っているところの当 記 に 類α した手段は殆← と経 有由行に 

て用する二 とが出来はい・

部の若干の行的ﾡの仮足に反 し て. われわれの林ﾡ経看は 

ﾡﾡ的なむのである。 同麻にまた. 経せ及びその今ﾡ手桜に前ﾡで 

な ければ6 らないし、 糸件の 交化に通合さ られなけれぼなっほい。 

運論ﾡ8林ﾡと休ﾡの全感にﾡる最通ﾡ木言ﾡに際する 知識は有 用 

である。しかし. われわれは 今日、最通林木 蓄積を選定 し、 われ 

われがそをこ成し8 いうち に最適系件それ自ﾡが及っ てしきうと 

いう二と をえ名良< 知 り おがらてれに 向 っ て行動 しはいのや。 もヒ 

われわれがR通ﾡ木ﾡﾡの林相で経ぎする二とよりも、 Dしろ ﾡ 

にそれにって近っいて行く二とを部めるなう そのとき、 主選



</E
8 向題はその最支ﾡ木番ﾡに対し て方えらるいくっ かの橘立方込 

のうちのどれを送ぶかにある。 かかる分がは. その結飛. 例えば生 

長が蓄橋に号えた彩響のみなら ず 長が蓄橋さ交化させたときの 

ﾡ響にﾡする資料をル受とする。 かくして、 われわれの長ﾡに言る 

多くの研ﾡC例えば面起釈池ﾡ垣> がらの中向的ﾡﾡさ、長用に 

互る結票自身と 同じくら い重器であろう。 かゝ ・複ﾡな料を記銀 

し. 表わすために改番されたﾡは同ﾡにき たの髪とされる だろう。

私的工ﾡ有ﾡは、かゝ るがの たの の附加的生砌学的資料を 

われわれの研究所からﾡしﾡのなればならみい。 しかし 等は 

最ﾡ余 とﾡも 有利 8 逆 にﾡする 最終的 な 回答 を期得し てはい 

さい. 信別的経蛍看達は、 自行自身で方研ﾡ段を駆区っニとがで 

きなければららないし きたﾡﾡの会社にとってﾡ巧な書ﾡ 価格 

及び組傘上の デー タ ー琴を研究ﾡﾡから の 生物号的資料と組合 せる 

よう にせねぼなら ない。経ぎは受にむずかL レ 回題 を岡うて いる。一 

一それら のﾡ去は商単求であるとﾡ待する 二 とぼできほい。

ﾡ業経営政ﾡ に殆ける ﾡ夫は二有状一分析のだ々 なき枝術と* 

の可能な応用とを理解する ごとに置かれなければなら aレ。林栄研 

ﾡ家は. 同旅にまた原価計算並に「将来をﾡする」たのの応ﾡ校 

ﾡに建点を更く会計の常能 <の若干の夜術、 ごの再ﾡ用ﾡに通ず 

るべさである。

最査の林木著ﾡの旅相を夫定す各. よ り 優れた宿針が、必要とされ 

み。 しかし. 山林経営君は 彼び今日所為しているﾡﾡの少ほい、 

そLて「不全な」林ﾡをどのようにして いっ伐採し、 或は処理 

するか を求定する の に役立っよっなﾡ度のﾡ識と域ﾡによ って要に 

一号助けられるだろろ。研ﾡ舌動やﾡ育否ﾡは これらの向ﾡを評 

決するため に役立っさ りよい 資科と分析方者と を.さっ に旦ﾡ的に 

提供する方向に う であろ う。

C/7)
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(I)経済的成熟期の検討

- 経済的成ﾡ期 ば林業経営におい て

疑わし いﾡる会である -

( A Discuss io oナ F バL& C i& / 「at a rバtン・

Fバacia/ ratuYity : A Quescionable
Coce○t ど Forest Maage?et )

媒が財産を至営するすべての山林家ホ マ 

ﾡは起ﾡ的なﾡﾡにさい してどれをﾡﾡ ケるかと 

いう向ﾡに直画している- 杯分武は単六が製材用 

と し て声 に逢し たと悪われるの はい っ だろ う か。 

今日 の木村 市 陽ご は、ﾡ木は幼令のうちからﾡ品 

価値をもつようになる。 しかし. その後でも、ﾡホ 

ホは ②年にわたって. 生長し続け、 ﾡ値をﾡm 
すち. さて 林木悠ﾡのためのﾡ明8画を立て 

るあ合に、山林家のキ引さ となるるのは価んでさ 

けォ2ばな らほい だろう か 2



(22フ

「" 毛済ﾡ成数ﾡ" といっそのはﾡ不のぬﾡをまのるにのの型半 

としてﾡ用される」といっことを、 南部杯業試験場の注の版君 

(3.4> がのべてい る.。 「いかな る這林方云の そとでも、 そのﾡえ方 

が正 し く 低正される とさ にはい ? でも震 甲す る 二 とがで き る。- と い 

う2とをのべてぼいるか この文ﾡで. 全的成素ﾡはﾡ々杯作 

楽下の山林にﾡﾡされてい る。G> 手斉ﾡみ熟期の茨だは次の3段店 

からなりたっている。 ャ! に. 山ﾡ有君、 彼のな し得るﾡ番の 

桜ﾡにおいて ﾡ待しろ る盛辛 C下ﾡ公版盛幸とよ バニとにする 

- ま君うをきめる。 有ﾡは向題となっているﾡホを収ﾡし、で 

してそれか ら得っした現金紀岐猛を このよう で悠左条でﾡ育す る注 

涙の自由がある。 ォ2に. 彼に格示の或るﾡ向にあけるﾡ介の価電 

の予ﾡ加幸をめる。 才3に, 彼は2っの率を比ﾡする。くつれら 

ぼ利辛である。 迷ばれたいかほるせ育C考し い危険を伴う)か 

らの予ﾡ収価よ りも、 そしﾡ木のﾡﾡﾡに対する炊盛辛で表わされ 

た価便ﾡ加の方がヨり大きいならば ビの書木に、よだ："經音的に 

成ﾡして" しない。 そのﾡ木は そのﾡ来の予ﾡ書ﾡ営加辛がﾡ会 

牧益孝以下に落ちるとき の樹令 にな るまで林分の ま は にして画<べ 

きである。もしﾡ会ﾡ社辛が3%であるなっば、 ごの価値ﾡ加率が 

3%以下にふるきでﾡホ を々ﾡすべ さではない。

二のことはﾡ木に対するﾡﾡ方ﾡの商単な府用と活われる。届ホ 

の値は5と ともにﾡ大する。附加師学位期向ﾡ水を所ﾡ すること 

から生ずる限ﾡ販ぼ. そのﾡ金価値のﾡ加である。限ﾡ貴用と 

いうそのは、 その期歯、ﾡのﾡ金価値が他の振局利 aﾡ資に おい て 

悪得できた ところの金額で ある。限ﾡ収入が限界ﾡ用を上まわる の 

ぎリ、 ﾡ木の価値終類は並加する単位期向の商、 店木を所ﾡするこ 

とにさ っ て ﾡ加さ れる。 そし 隈界攻入 が限界ﾡﾡを下きわるほら ば、 

樹介をヨ り 長くﾡす © N とは届値ﾡ額を救 o す であろ う。したが 

って、 翌の屈値ﾡ加ﾡがﾡ本の機会区盛字に丁度ﾡし <なる届々 

ま でﾡ木を所有する こ とによ っ て最 大の 価値総額 を得 & ニとができ 

る。

<2/
しかし. 二の樹木の現金価値のﾡ会炊益はﾡ加する単位類苗, ﾡ 

ホを有する こ との実際のﾡ野ﾡﾡに相ぎするだろっか ? 税会や

随止のよ う な賛同はどうなのか ? ニれに対する 回容ぼ文の切 

くいえよう, すなわら、 「これらは固ﾡであり、 それ自なでは= 

のﾡホが処理される 二 とによ っ て動かされはし ないので ﾡ不が伐 

係されようと、 それとも立ホのままﾡされさうっと、 支払わねばなっ 

ぬ」ということである。 しかし、 これらの固ﾡさﾡ木それ宮字よ 

りも、 ある別な主産署素のﾡﾡのにめにﾡﾡされねばなっない。 w 
強 その要素は土地である。ﾡ不の価使塔は、 ﾡ示というの寺 

ン の 資本とﾡ木の立っ c い も 土地との密合か ら 生ずら。ﾡﾡ入全 

もたらすたのには 一ﾡの資本やﾡのみなっす 一の二地諾画な 

そま に編ぎさ れる。もし ヒの阖 岡 この土逆の使用がﾡ料でないっ 

ば " ﾡ斉的ﾡﾡ期" r算でﾡ用される阪ﾡ算用はﾡ全さﾡ用でで 

り。 。
ﾡ飛 にべって 土地 をほﾡす ること さ書木と4各される資卒荷貨 

の場合と 回いよっ に税会ﾡ雨を 受と る。 そ しﾡ木がぬ丞された 

ならば 休木ﾡはるで問途にあてるこ二とができたであっう。 う ﾡ不 

を釈せず ﾡしてみ< たのに=ずる主地使雨ﾡは、最有知な用会におい 

てもたら ﾡ 二とのでき たや収社であ る。 二の=とは 店介 を代採 し こ 

数産ﾡを産掛す る場合に使問される土地を南變し た 竹に各②にみ 

われる。 それは また. 林ﾡについても正確にあてほきる。-そし 

自 ホ が代 されるなっば その エガ の 上 に し い 杯 ホ が、生 食し 锂备 

から。 そのﾡ向、 この土地の上に生育するであろう幼令木のﾡ値は、 

商品値あるﾡ不のﾡ持の ために土地を喫しそもけるためのﾡﾡで 

ある。

も と比ﾡ上. 便雨される限牙ﾡ用が士地及の核卒の常会書を含 

とでいないならば、 そのとき. "王容的政支ﾡ"の震径は正当なも 

のでばない。 たとえ合きれるとしてそ, 限ﾡ攻入更記幸が、-丁茂、 

限ﾡﾡ問ﾡ加率に等L <さるき で樹木を保潟す る結界は届た / 本 

当 り の益 を振 大に する こ と である。 豊かるに、 oッ テ > ベルグと
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プッッナムぼ"このことは不を有て、 として、 収ﾡすることから、最 

多番の ば幣を得る ためにはいつﾡ水をる か を决足するための…- 

方五を号える"そのであるといっているよ しかし 木材生産君 

ロ■自方 の年 利 画の 総額 を最大にする二とに向じをもっている。企業 

にとって固走されているところのあるﾡの、 あるい は髪素の単位当 

り の利ﾡをﾡわ すよう な利用率が、最大になる と さ に.. 企業ほ総利者 

をﾡ大にするであろう。何故ならば 二の利ﾡ幸は同時にﾡ利ﾡと 

最大 にする だつ うから。一 ―…故に •締利泄を最大 にするために に、 

生産ﾡは ﾡの点で回夫され. あ合いはﾡ限されている 函愛因の 

ﾡ位当りの利ﾡを最大にせぼならない c5。 しし小ﾡ生産ﾡがﾡ 

年あ る 一声広故のﾡ木 をなﾡ してﾡ却するコ ヒに 制限されたなら ば 

彼は林木一当り から最大可ﾡなﾡ益をあける= とによってﾡ大の 

利ﾡを得たであっう。しかし、 これは事実に反する。

多くの林示生産ﾡに対する国ﾡ零ﾡは土地である。彼等の向題は 

.一定の 土地からﾡ大 の 年礎利莉 を得 る ことである。二ういう至営を 

行う ためには エー方一当 りの ﾡ大の牧益をわね ばな らない。あ 

る場合には. 生産看の自由になる資本総ﾡでは全ﾡﾡにみける エー 

カー当リ の利ﾡを最大にする には 不充分 であ るかもしれない。 そこ 

では ・晃素はﾡ本金であリ、 至ﾡは資本桜資に対する最大の地 

基幸をﾡわねはな らない。

休木生産は土地. ﾡ本 時间を在要とする。 エーカー当り々 

産される木材裕ﾡは士ﾡと時向の長さ とが礎合 C 法 の 績台 は将糧ゼ 

れる) させられたﾡ本*額C植栽、 ﾡ育の形式に従ってうにっれて 

安化する。 生産された不ﾡの価絡は生産した時期くﾡﾡﾡ のいか 

しによっ てことなるであろろ。 追加的ﾡ向のあ い ざ、 ホ材 を残す - 

とのﾡﾡは崎ぬﾡをのばすことである。 しかし もし森杯が保ﾡを至 

莒のもとにあるならは； 戒期好職伐期に犯い、 とれざれの面ﾡは不 

療定な将来 におい て一 時々、 *色収益をもたらすであろろ。 cれ改に.

追加ﾡ期向 のあい だ林地に現任ﾡ品値あ るﾡ木を係有 する2ヒは 

その土ﾡから生ずるすべての ﾡﾡ所得を延ﾡする こどになる。

ニヒa 多ぬは= と a る将来期日 みける坂基を意ロ する。こ 

れらは 全く 零 L いもろ けとはならない はずで あリ、 「" そ全有的ﾡ熱 

ﾡ" きでﾡ木をﾡ潟する = とさ りも、 よ り長い ﾡ皮ﾡ で林を全営 

することの方が、 さらにﾡ利となるか どうか という二とが わ 

れわれの場合の向ﾡである。二となる時手にみっわれる話町ﾡは、 

それら を浜通な時点に eわすニ とによ ってのみﾡする = とができ 

8のである。 ごのﾡも ¥やな極をはすべての格飛得をﾡ柱にさ か 

の ぼっ て gおI <ことであり. 七 して七れらの ﾡ価 を 比皎 すきニとさ 

ある。 可いm扱いをけてはいるが、・は寿を要にするﾡ木の戦 

によ って時ﾡをﾡ稿るﾡ合のも っとも壁宝らる系は 「ﾡ代ﾡが冠 

かくな ればふるﾡ、 きさ 頻発に木ﾡの放ﾡ額が同一の ・内か 

っ4 られるであろっ 」といろことである. 現ﾡすべて の来の*セ所 

時 を 計算する と=ろの、 二のﾡ皮ﾡのﾡリし を考する =となし 

にことなる長さの 単一ﾡ代類を怒す eとは不 能で あ. つ ろ >。 

二れほ 明さ かに. " 主 者阳 改 無酉" の税名のなかにﾡされこい 

るもの である。

木材 を生産する たのに暴な 一の 土地と一定のﾡ本を紐み合 せ 

②向ﾡにずﾡれよっ。山林許ﾡ合の資本ﾡは、 自力の土地にずせ 

っれる税毎みび保議貴をま払い. ぞ て収表徳、 それなれのﾡﾡに 

ﾡ林する に足るﾡのみである とする。 どん な 酷理 が に とってそ 

っとも有利と8きであろろか? この求定にﾡﾡをおよ す 2?の 

ﾡ 西 は の力によってどっすることもできないものである。く上地の 

生産加、 あさびﾡが奇てた生ﾡ物の価ﾡ。) こオ乙ラ 6 n寻の保件の 

もとで、 彼は自行の利ﾡとﾡ大にするさつにﾡのねぼならない。 三 

の場合、 室屋の 画史 霑素 は資本金で 笏 り、 だから. そと所有ﾡが自 

分の桜資からの攻を幸を最大にするならば 彼は. きた 自行の約 

利ﾡをﾡべにする で あろう。

この趣旨から、 N処かマは現にﾡ本を虫斎する 二とにまよっ て叫 

られるよう8収益率(微会収を幸支慮されﾡならない。 もしﾡ 

だされる輸代が横会ﾡ猫楽と同じ 大ささの収基を山林ﾡﾡから
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そたっさないならぼ、 ﾡはしも山ﾡにせﾡしないどろう。 そし山 

杯の悠ﾡが微公悠ﾡを上ﾡ合 二とがでさるならば: 桜は山林にせ 

ﾡする であ ろ っ けれども、ﾡ代ﾡの送起はﾡ会攻拉辛にﾡ係なく行 

われる たつ う。彼の 板いぼ ボウルデインク"く8ou/4/4) が「山林 

所為ﾡの球ﾡから 生する " 内部収益幸 ・ とよんでいるるの」eﾡ大 

にすることであろっ"。 収ﾡJに得られる命ル入は. 初め増加する 

ﾡ合で そして以後. 裁少す8割合でﾡ代ﾡが長くなるにつれてﾡ 

する。

それ故に. 総な入平ﾡう辛く利リーﾡ老 に山林の幼々期に 

さﾡ大し、 ﾡ々ﾡには、 母で基少するものである。 もし平均生ﾡ率 

が窓大のﾡ々のﾡにﾡ木が採され、 製ﾡが始めみれ. にの過ﾡが 

<リかえされるなば ホ方の格来の全ﾡ向にわたる平均ﾡ長架は 

ﾡ大となるであろろ。 2のこ とは内部攻益幸が最大 であゃといっﾡ 

由から. 至営するのにもっともﾡ利なﾡ心期であろら。 最大の内部 

ﾡ益辛が微会攻湿幸よ り もﾡいかさリ、 内部収益辛さﾡ伝収益キに 

少しも ﾡ係しない。 も と 一ﾡﾡのみ c<り 又えされな い 3 が考奈 

されみな ば もっ とも想別なﾡﾡはﾡる されたﾡ大の入 

Cﾡ夕収左率 をもたらすﾡﾡﾡである。ごの 頃大の施&入国、 収 

入加ロ が、・ど期未に ﾡ 同ﾡm 辛と丁覧等し< なるふうった ﾡべ期 で 

得られる(. いいかえるならば、 売価におけるﾡ加幸がるたﾡ前で 

獲得でき たとこ ろのﾡ会収益率と同じである時のさでﾡ木を保ﾡ 

することがﾡ大*収益を与えるのである。の論、これは主済的成熟 

期の概危が提ﾡするところのものである。 それは、次の生産期をお 

ﾡしないところにﾡりがある。 もし林介が皆ﾡされ、飛出された後 

の林地が生ﾡﾡ価値を為 しないならば:" そﾡﾡ炭気期" きでﾡ木を 

保為する二とが刈益になったであろう。 しかし、 それは係義生産圭 

営下の山林 に対し て は正当ではな し。

(り方期四と産ﾡ向のﾡに向する この 向期のそっとも破忆な的黨昌 えE.
Bou/d,8着EeonucurcAalyssの才36サでみられる- Harper & Brs-., 

ew York. /948。

くそタ

-ﾡ内ﾡ固と対象とし た 風利 かれたぞ入 は同元の公式. す なわ 

ラ. V%=VてバPンと にさって示されや。 もしﾡ伐ﾡが格来< りか 

えされるならば、 定期都悠入の水ﾡﾡ連イの現左畑は公式 

Vo=&て+p一/ によって示される。 もと同- ﾡ期が感田 さ れる 

sば ②はVt にﾡﾡするけれども、の論、決期許得の現ﾡ価は 

ター 回だけの得の現柱価よ りも大さい。 もし、 い<っかの ﾡ代類 

ゲニれろ • つの公式 を電 して同一の 土地と斎本書ﾡ に対して ﾡ 

される なっば、足ﾡﾡ収入の水マ的型ﾡの現柱は単一 な輪点ﾡ向 

に対す るる かれた入よ」モ. 短かいﾡ代斐にみい て最大にさ 

今ということがﾡっれる。 ニれは、 永ﾡﾡこﾡにあける内部収益年 

が最大 である とき に命益の米ﾡﾡ違領の現ﾡ価が最大に なる と い 

う理出による。 それ故に、ーデの土地と本とを一1にﾡ問ケる 

さ い に、 ど～ほ略代声をま実し たらよ いかの方云は、 = となさ長さ 

の輪ﾡﾡ から生 ずる 更的S永ﾡ的所得 のことは る連6の現圧価 を 

計平する ことである。ﾡ大の 現ﾡ価を 示 す騎代寿 が最る ﾡ3利となる 

であっっ。 計算上 ﾡ用される刈るはChaP?t2L とMイeyer の共着 

c2.PI76 のよう に比戦に はﾡ係がさ い。 三れさ-送 の いが 

順行やﾡ公牧基条に市伊なく、 内部攻湿 をﾡ大に すe=とにあ や」 

といっ 理由で正当台であ る。

今、 土地面ゲーで、 ﾡ本金に制ﾡでい場告をﾡえよう。 した 

がって. 土地にいかなる大きさの ﾡなを桜ﾡす る こ とも能であ マ。 

どんなﾡ姫を爆雨 aかという 向題行がふ た た 起 って<る れど 

る、 われわれは、 きた. ど"の<らいのﾡ本金き球演するかといろ占. 

題が起つてくる。 今、 土は固定したファクターであるから、 その 

解変去はエー カー当り の攻五を平大にす ることにあろう。 士地に対 

する益は至容的地代か っなって いる。- 生産に属す 他の すべて 

のﾡ用がぞの機会収益キでのﾡ本ﾡ更を合め て灵必 われた後に残る 

■政入。この全斉地代は林木をﾡﾡする とさにの み支現され、 に 

かも、 格来 定ﾡ的に得られるが故に、 戦目的のためには- ある 

帰気 の価鹿にそれを直す こ とがル理である。 ある全せ方去のもとに
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あるﾡﾡの五ﾡ価ぼﾡ込ﾡ入をﾡﾡリ、 しかも亡れらのﾡをﾡ 

ﾡ野点ま で都き<ニと によ っ て部価 される.... この運引から、比感 

にま るﾡ林評価の底をﾡれる基本的更解は「ﾡるかれたﾡ大の王有 

的地ボコ と呼ばれよ う い

いかなる画受し たﾡFﾡに対し て そ. 一引 いた最大の 至ﾡ的地代 

は磁病にあい て最大の内部収益幸をるにっすﾡ々ﾡにみい て得られ 

る。 二はエーカー当りその奇本種の最もﾡ効なほ用表である。そ 

れは. 迫加ロﾡ本がmえられるとさにほ、ﾡ坂入額かみといぼ縦入 

ﾡ加 の時向的ﾡ型かの どらみか、・あるいはその ﾡおが夏わ 合であろ 

う。 それ故、 二の新しいﾡﾡ本ﾡに対してそっともた如な輪ぬ期を 

決定かることが麦である。 そっとも為ﾡなﾡ類は、 使用される 

ﾡ本総額が表えられるときにﾡること、 ほとんど ﾡ諭のいと 

こっである。 か<して. 画だした土ガ面ﾡにﾡﾡされる二と8っだ 

資本ﾡに対してﾡもﾡ別ﾡ代ﾡを示すよう なス ケジュ ー ルが2 
とる。 われわれに さ「どの くらいの 資本総風 を度 問するか- という 

向題がみされている。 もっとも有利な次本ﾡをきのるとき、 そっと 

も為利8輪を回ﾡに来めることなる. 何故なれば、 スケジ 

ュールに示されているよう な資本額に対し てもっ とモ 福利 ほﾡ代掲 

を便雨せね ば らないか ら。

感用のための もっともﾡ利なﾡ本総額はﾡる かれこﾡ大の経行的 

地べをそたらすようなﾡ本であろう。 それ改、 三となる秋ぶﾡに方 

してもっ とそﾡ③ﾡ代ﾡで得 ら れたﾡる経ﾡ的地代と較すらこ 

・とによって. 逆がが行われる。 しかしながら、 これラ の 兜引祖落的 

地べの計算上使ﾡさ れる利る辛はﾡ会ﾡ益辛でなればなら なし。 

これは. 地代のすべての ﾡ因が務会収左辛でう払われた後の徳務が 

至若由地代であるという 週由る、最である。ﾡ会炊基染は固是した資 

本器に対し てのしっ とそﾡ利さ埼ﾡ期の送ﾡに形響を与えほい けれ 

ども、 一ﾡの土地面ﾡとヒもに版用す© ためのﾡもた刈 万資本額の 

塞衣に影響をみよぼ、す。 小左額でそぎと4めると、 ﾡ用されるﾡ 

本ﾡがボ加される どき割き 手ﾡﾡ地ぬはﾡmする といっこと を知る

C2 
であっっ。 しかしさがら.ﾡには 剖引かれた類大の 互弟対川代に 

到達する。 そして、 このラ以上に度用されるﾡ本ﾡの少しのﾡ加も 

ﾡ斉的地べの救少をまね< であっう。二れは号えられた余件のもと 

で木材を生産するためのもっ ともﾡお相合わせである。ﾡは刑 

用できる土地面ﾡで得られる最大の内部ﾡを幸をそたらし きた、 

土光はある夜本ﾡで得ら れるﾡ大の垂有的地べをもたら している。 

不科生産番に帰馬する利ﾡは2の ﾡ本ﾡとニの論俊ﾡを展ﾡ事 e三 

とに って最大になるのである。

要 • 約

ﾡﾡ経営の山ﾡにぁ いて. ﾡ介が収様 されるべき店 令は保ﾡ生 

きにも とっい ての最大の 地入 をもたらすよう なﾡ々で ある。林業 

は新共の 商nfs < < り込えされる連4か らほリ、 しかも その収営力 

は得られた平純収入によって副定される。 試ﾡ六をさらにあるﾡ 

商保想 すらことから生 がる暇ﾡ収入 が限ﾡﾡ雨を 二 える といろ学な 

る新は取そ望ましいことではなし。 もし二の ﾡ向の限万マ入が 

前式のﾡ水の生ﾡ宙向の平部悠入以下なら ば: 林介こ さ ら にさの 

ﾡ向ﾡ有 す8こ との*飛は平や絶収へ を表ずる ことになっう。生産 

般同 の 均衡に釘 する と の彩 響 が、認'め ら れるときにのみ、限野分ﾡは. 

殊だ企*へ並加する資の円理に正しく適用す合ことができ©。 ビ 

れは上述の s う ほ割引 かれた最大の 至済的地代 のスケジュールと肉 

連して 使用する もっ とし為ﾡな食本想の送がに逸電するこ とがでミ 

る。ご・ で比戦される マ - ジンはuる かれた限界政入 と割 かれた 

限秒貴ﾡである。 資定の追加半位を使問する 2 とから生ずお割引 か 

北たW房収入がごのﾡるlかれた吸区用に、 丁戯 野しいときに 

前る かれた王若的地代 は最大に なるであろう。

この協税の大部かは同令杯行をせをのぐっ てﾡわれて きた。二の 

運齢は、ﾡﾡするのに亡うﾡ易ではないにしても、状後林力鯉野に
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みこはまき。 同じよっなﾡ会は数ﾡ不を収ﾡし そしてそれが占の 

ていた土地に他の旅ホが政長しはいめ ③浜 安ﾡにるﾡたし ている。 

同い目標がﾡたす べきである - ほ雨される土地とﾡ本と にさって 

鎖大紀收 入 をも たら すためという。ﾡ木が生産されるさよっ な々は 

收入 成 技率 を最大 に す るよう なﾡ令でほければ店 ら ふい。
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cバPles ◇ ©owtPrative forest 伏之/心どガク ル. Durre りouiv. 
Schoel ◇ Forestry Bull. ダ.

(2

(I)造 林買と相対的赤ﾡﾡ収積説

CStand Establ;shmet Cost and the 7ceoyyofRelative 

万ovest Rett )

ﾡのために、ﾡぶ ふ$ フィ ー トの林ﾡでふの両ぐロブロ り -・ 

パィ し林分(E L <令叙認覆さた) ならなる みoエーカーの作業 

役がおると似速しょら。* o作業銀 は駒及期 se ﾡで保成生産 名 べ 

ースこLてそ啓これているnゞる、 現在のﾡ々を雄ﾡし・ □ 

てみ木ﾡﾡさでﾡるだけするためにはエー カー当 " aoドル ◇民 

ﾡ ﾡ*名ﾡ炭するための昇向に要Y さるとする。 "岩 

は» ゝ るﾡ用名 維持 するこが公沢るだろうか?" とし\ り 向 題 にわ 

れみれはﾡﾡする.

地術公式に画当な傷却 家合あてはるこYによ?てのみ、 さの向 

ﾡがﾡ決さるという ふ うに多く ○林称官はアっ<いる・

Y+T(/rP) 一+元 (/+P)"一+.......-CC+r)"
S =---------------=-------------- ・—— - E

( /+P)一/

S=地 価

Y = 主代時におけるエーカー当りﾡ立本価

ア=林 Aa 与の vその前 代死 Iズ 入

T = 本令b年のとそのﾡ伐征区入

P-料 率

Q = 杯 分か、制 設こてからの ﾡ数

w = 代場令

c =神ﾡ本気あるいは林典

E = ﾡﾡ長の 項本西

ミの公式にﾡﾡである と ダ°x ッ プ マ ンに さっ <裏示とた収ﾡ

工 Cnapman.H.H..,AwW.H_Meyerﾡ. 森がすイ-
Me6aw-Hil/ Beek Co..Inc. NewYork./ッ～. P.>ク/-
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ご項用ヒにﾡするﾡ知返 が公 式にあてはめらるならば、 ﾡョク

○時はエールー当 リマイ ナス Nン ドル の 貝の 地価 ヒ、 利率々るの時 

はマイナス/スクドルにたる・ このことは. 林分ﾡ 生産のためにエ 

ーカー当ッ 30 ドル ○繋用はﾡだ高荷であるンいう 二とセ示していろ- 

催方、 型ﾡ作業をしている次の林は森林ﾡ収ﾡをもたらす。す

法わち、 _ _a Y+l& 寸ル十--・-一me一©K 三 ....................
?

eは山本に対する年々のﾡ理祭な: またのは年々汝ゞは才今数を 

ﾡ味すろ- チ*プマンのﾡ知致をあてはめるとそ. エーカー当リ 

みosドル の ﾡ々赤求組以株 名うることになり、 *の=と はa。wル の 

質用を質祖しシるニとを示ナ.

商ﾡ的杯業の公現以来ずっYﾡ監林ﾡの許窓ﾡに図するﾡ予は 

高官名本しくﾡまレてそた。氏向お よび地方ﾡ治町体の双方を含むい 

大ﾡ震な1跡産の至営者 とtて. A※玉官にひっとるﾡ区を任除 

をもっていろ有名 な料 学者ユーゲン - オス ト ▽ルドﾡ士 c/ みs/ --
) は办紫 の そ済的性格を聞らか にする s とに大乂に 貢献 I た。 

いわる, 彼の滑対的終牀秘収養説( Rala tive Forest Rent Tteory ) 
を書炭 t ている役の考えケはんの2っの主ﾡな習内に匿なれるいろ. 

すなわち、 (/) Fortbild.unasvortra?e. uberFraaen der Forstertra- 
?srec/un子 P年・ と (2) Grundlin;en2 einer Wa/arenttcnt/teorie 
ンョュ とでちる・

プレッスラー&ゲユーチィィ ヒ共看、 土地ﾡ水凝説の考え方にし

いてTarand (ドイッ ﾡ初地 ) でﾡ生にﾡ崇 したとさ、氏は 

=ク教業 を領左林務督 とLzの 台分の経ﾡに一致 =せる= とはど 

クレ W 公来なハ った。を々 次元 とい ッ ﾡ回的場乗バ林*ﾡ済の下 

にﾡたわ り、*L て票術に長いﾡﾡにわ たって殺利をﾡ用する ミと 

が現 堤 ○減炊外oも。 とルる s > 海常東 を括く 数に、 オて卜▽ド 

ウたぬ ら の相関約な こ とのなかに*の突用准を夏いだ した。 *れ故 

に相声准のﾡﾡ くte PrinciPle ・f relacivitッJはオ ズ ト ル下依の森

(3/
林ﾡ 収房 説 の主建な女才柱の / ってあろ。

オス ト▽ル ドがﾡ声名たナくﾡりﾡいた置の /っこ して 並 

盛が あっ=。この 塚合 に車ﾡとなった前題は、 再求書 が複合 さ 九 

て次の(ﾡﾡとして生ずる)枚堀次壊に対して顔せらるべたの 

b. は直ちにﾡの期 収機 に対 し てﾡせらろべさなのかどうか 

いシミとであった、 地ﾡ公式に及映レている土 地 り位の 基本 

的点 ドグマ］エ 厂 亜林 質 はそﾡ の初めに質消そ、 %して集く 輪彼) 

期 ( oPeration c rotation) Peried〕未 に期 ル英 と結 びっいて商 び入 

って くるYころの型ﾡﾡ本の性格そもっものでろ ◇こい > こと 冬 

注ﾡづけている。 ただ土地のみがﾡ定ﾡ太〜して考ﾡこる。土地 

代水凝は正 し いﾡのﾡ断の 基率 と考えらていろ。

オス トワルドによ れ ば. 谈初 の 主林 優と*の役の 林 g こ が 区 判 

さる. 長和のﾡ用は土地自ﾡY 団じxっに国ﾡﾡ本であ って、ネ 

※が存在するかざり林ﾡとﾡﾡして考繋そる。 方、 *の後の 

ﾡﾡは前の炭ﾡ林分のすみ*かな役探によっ てYめ ら か だ 山林生奈 

名賞活こせろだために計ﾡこれる。ﾡ 求 ﾡである このﾡ用は両生ﾡ 

名 め要 こしたY=ろのK送2課せらるべセﾡ本維体ﾡの転所にﾡ 

ナろ。

この地林ﾡ の = 面的性格は 地価公式 を商に変形する ミと にこっ 

て数学的に表わすこYがでそる。し.かレ、 ルnわnの注超はﾡ企と 

朮ゐ主雲なフブクター、 ナなわち代期ﾡY cfinaIyieldY) およが 

幽賞Cにﾡ中こね るた»ic、 本ﾡではﾡﾡ票ヒ点校ﾡY にーカ 

ﾡがしないので、 商単にした地ﾡ公式

S=※制ダ学—— のを僕うここにする。この式は次の次 

う に 表わ ナさ とガでさる。

Y C
のﾡ点るﾡ面に現わる・ 分数練 

¥nら 双方とも熱代期 み年の形 ) 

Cはﾡ々ﾡﾡの とﾡの派ﾡのﾡ用

く'+P)パー/

Cは*のﾡ生の時堀2ﾡし て2っ 

上oc は似ﾡ収xY とﾡ合セ、 

にﾡzく る。 A数の外におる



である。

れ る。

*らを*れ*れCヶと Coとﾡv て移項すば、ﾡが得ら

S+C○=
-C
«/サP宀/ (ス)

二は. ﾡ来ﾡ本と して の予初のﾡ林質Coガ土地要本S とﾡ合を 

ね ろ場合に おるスス ト▽ルドの公式であるれビも、 資本離持ﾡ 

とLマ の 吆の後 の 再 ﾡ林氏のは代 羽渡Yに課せらる。

• ―初 o( この塚合2はﾡ易化こルた) 地価公式 (/) かう学か2 
ヒLzひ、 オスト▽ルドの公式は相い入ない喫たるﾡﾡを解開し 

ていろ。 CoはﾡA ﾡﾡのとを の赤分価 ﾡを現わし.* In は ま 問様 

に前断業株分そ巻 a お い マ しﾡ初の林木蓋ﾡ xLて ﾡ解す aさと 

が“ できる ので、ネズ トワル下の野式 の 左ﾡ は n でﾡ林物以 ﾡ 

Yイ-C をも たらす, う な 山 杯領本を 意 昧する. すなわち、数自府 

に製用するY次のﾡく そある。
*

( S+c。 ) ( (/+P工/〕=Y-cw

かく して オズト▽ルドク公夫は向断作業林分*原ﾡ生ﾡかのス 

方にあてはま る森林社収価公夫で、 * o 森林ﾡ収ﾡは前者クﾡ合 

はとざYざで、 また後者○ﾡ合はﾡﾡあらわれる。前首作業 

分が土地ﾡ収ﾡ説の枚合の領滅(d。mai) そあり、ーカ、保究出 

ﾡ林は古共的系林名水概学系の様のるお っ たのに対し、 こャ ら2 
っの業※ﾡ形ﾡを共通の組ﾡにまとYる ここによっ てオズ ト 

ドはそらのの不ﾡ好なﾡ消ﾡ像上の相遺をなく した。

林木者ﾡはﾡﾡ瀬*( 七地樫 收 毅皖)・ ・そか繋こるべきい、 

死は画定資本(オズ ト▽マルド) こLて分報とれるべそかどらかYい 

らﾡが未解※である- 土地件ル本説ゞﾡ味しているぶらに. 木 

誓ﾡは胴 ら » Iに*れ 自術長する生産ﾡ そある- しなレ. ﾡ木ﾡﾡ 

ダ林産ﾡを産ﾡるﾡﾡ そおり、そして保続生産経専に おいて? 

の簣建 の一 定近 が希進物 の 桓常 的な 生産を縦持丁る ために 以選 そあ 

るこ い ら ミもまた事ﾡであろ。林太ﾡﾡ運ビ*のﾡ炭内容Yがﾡ

(33 
会に茶な*収ﾡのﾡを浜支する。 *n枚に. 本ﾡ救のﾡな維ﾡは

契 の林業 に 行 いて 里 雲 で ある。

生ﾡ該備 と生ﾡﾡ*自好とのﾡに外面的な区別 が海 いなら、 本 

*溶瑞 を管理するための要性がﾡ実となってくる。 ミの考察は、 

ﾡ的左検湾セ ル場Y テると= ろの回ﾡ本のﾡﾡに入ろ とキに、 

が木ﾡ減 は充かに保ﾡ こうるであろ> Yい>純論を< のでお 

る. 土地総※説のﾡぶであるゾクセンにおるか米ﾡ桜支は、 ミ 

の理ﾡが*の木橋ﾡをﾡﾡし たために*の大加分が=ﾡと立ち上 

れたい程の「ッマズ※」そミ >むったヒいッ ことを田台にﾡ語っ 

ている。*れゆえ、 そ済的にいゝと、 木ﾡﾡ は画 ﾡ本に腐 する 

一ﾡのﾡ意と考楽を当ベ民Iてよい主愛ﾡﾡとして見なころべキ 

てある-

監求は、次際に似深受 nた株みの益にゝって行われる杯令のﾡ 

或定 でおる。ミのことは、 分がﾡ性杯ﾡなら生ずるどん左ﾡﾡ 

ﾡ子の緊績を乙引で起こさずに、生物的め み 京 らす・ ※ﾡ的にし表 

た回ﾡにﾡ分をﾡ生ﾡするいっこYを意味していろ。 ※ﾡ的ﾡﾡ 

Y*のﾡかY*の 主ﾡなポ沢 こLての自が現条にみとずくﾡ験に 

よって蜂片るべそであるYいう ことはﾡﾡでおる。人々は土 地役 

収ﾡ就が真型ﾡな御であるよ >な自総ﾡﾡく natural Philoson/y)に ﾡ 

ナる演解的な考え方が加したよゝに、 包総の法則に地っスはﾡらな 

い。 .

奥在する込のは左んてる 去 た合 理的そあり、 *して墜に合速的で 

另 る X のはなん ざも た次在丁る こい っ自総ﾡﾡの主選な受り 文 

句は. 本業メオーﾡﾡであるﾡ林なこひな>標ﾡに始まるこいっ 

りﾡの凝因Yなる。 *nは合ﾡ的とﾡわろmれど、 自分の音ﾡ 

の利益を菜めていろ" 至斉塚 "にとってまキったく 非ﾡ突的である . 

株 ボがﾡ株でなく代採が派初の段ﾡてある ﾡ屋な林木番 ﾡの存在に 

よっ マ 左右 これマさた=Y は¥ 炭である-

杯業におけろ事業の自総的なﾡに対する土地ﾡ森説による曲ﾡは 

売ﾡ林紫の」逃 後 お る 特徴 の/っ. すなわち、一殿に は相 携えて
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み、*とて 生胸ﾡ的に はﾡﾡ義となってていろ 代探 Y再遊林と 

の商の相坂作用を不研藤にしてそている- この生物的な相互作用 

再と生ﾡ盤程のそﾡ的考楽に号署を&ぼす= とは当べである。ﾡ堀X 
委Y とﾡば左ﾡ新方法との前の そ済的相互依存は非常にﾡ資なの

ﾡ生林長為ﾡ*台ﾡは. *に対施する以Yこの調解をめ 

な けば無資味であ る . 感上は. Y-cxの姿ﾡのダ※支的るが 

ろ・ いいかえれば. より巨ﾡの再並林営は. *がより巨ﾡのY- 
のの延額を生むとさに正当Yこれ>る. ミの非常ﾡに撃な更ﾡ林質 

のそﾡ的偶画は土光ﾡﾡ価公表に殺わこていほい。な 人 とな 

ば. 支ﾡ収ﾡ説は代期以ﾡ〜ﾡ初 の塩求ﾡc。(根ﾡ計算これた) 

と ダ対施 と点っていろから・ 土地社収ﾡ就 とオス トマルド ○系林代 

収ﾡ説とのﾡのひっこみ番しい相要は. 「前者は生ﾡのタクルゲ 

炭※林分の及深ととむにゆ了 し. 究さた水ﾡ地にﾡレャイ クル 

がはめるヒ考て いる こYそある。 オストルドの 公式 は . 代ﾡ 

ﾡゞ再並林これたあこで生ﾡのサィ ワルガﾡ夜するさYを示レてお 

り、 二の=とは、 保ﾡ業の聴求と一致する.

期ルﾡゞ徴い っ る頼以上 に (複ﾡﾡ 二た ) そﾡがル選Yた 

るこそは、 いっで沙両 地林ず向 ﾡにﾡする混乱が引冬起= さるの 

ある。 こにﾡ埋して、 Hawley za s^titn tx> « .
際上ぷ生木 o灰木の元 工げ>以外なら支杯わる / のヒ Lてt、 

ミのﾡのﾡ用のか ゝ る取扱い方ずﾡ督の旨ﾡのﾡﾡに二ってのみE 
しいYさねれうろ」と 論M した。 く*の取ねいYいうの は 深木の N 
メ処分*挿ﾡ災は格科洋ﾡと レての撤士支合も) ょり 後い厚曲林費 

ガ次の代期ま そ核料 卓 en て 次の代期収表にﾡﾡ るのに. s 
・高い百動質は. 何数. 前の似期坂ﾡに貢ﾡせらるべまだのか 

? =～= とは全く次制的左ﾡ次からするごﾡﾡ左ﾡ況を天してい 

ろ ・ 「研 者 が業 会計ゃ森林評価 の研究を 社上げた の ち に政する 

ﾡ乱は、求賞にお してﾡ: ﾡﾡにうズト*た原理 の不※上 沛 

(z) Hauley.R.c. 8び p..S;t々
株の楽点H く Practice of silVislture)

Johnw:ley &. Sons New York. ア3ビ・ くt ed P.-ァ6

(3s) 
函テる。」 生ﾡ学的にほ、林分Y*の催のﾡﾡ群とは自»自身を永 

ゆこているに将らず、 研究考は. ﾡ済的には、 F生ﾡが次の浜 

»ら < ろ ことを信ずるよっに受ﾡこていろ- ミのミ と不合ﾡと 

悪わろ。

前ﾡの考楽は林ﾡの処理方法Y とて、Y-coc/tP)" の茶りに 

Y-oセ用いる オスト▽ルドの力法を愛しくいろ。今日の料き 

と照 L 合せて既にﾡに 立た なく なってい ろ土地ﾡ区ﾡ 故旨 の常正は 

時ﾡ星ており、 オス ト▽ルドのﾡ本的な考え方=の 正 rし 

て売み渡逐予るﾡﾡをﾡﾡ して いる。
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淆

(E.オズ ト ル ドの説によろ)

/ 長初の 生林司 (co)Y*の後の ﾡ林質(c〜)との商にﾡ滅ﾡ媒引め 

れるﾡマある。

a 政材のﾡなﾡc。 は画逐ﾡ本に相当する

P 义 の 後 の贤林 就 Cか は再ﾡ求質で、 熟が分の代探にょって 

とyら れ左が分生長きﾡ活す る=にﾡ計通こたﾡ本ﾡ持督に 

相当 テ 3.
z: 減和ク本数c。Y 土地ﾡ本sは前ﾡそ営の山林ﾡ本をﾡ淡し 

ていろ- *は、駒代期中に系林ﾡ収ﾡY-cな生むと=ろの 

りﾡす = とのでさない単位S+c。 であろ.

3. ﾡ佐米各 cm.は前の代ﾡ以ﾡYにﾡ本継神賞 ・てﾡ出ら

*は. ﾡ岐林ﾡが*のにﾡられる林木からいﾡけばたら 

ないといゥ ミと老ﾡえている土地収兼誠こは要っマ、林分ﾡ 

物学ﾡ0みならず、 様 にまたそ済的にる林分自ﾡをネﾡこる 

としッ こ とをﾡ味しzしる。

T) 土地の多月的 利用への 王済的考探

( An EcononicAPPYoach T。 MlultiPleUse )

ほとん ビ、 いかた 

Lﾡるﾡぎの原理 と 

耳にすろであろう・ 

対Lてﾡ 能薬 る お リ

る 未利 用 地ﾡ の旅振においくても、 

して引用とれる. 「多ﾡ的利用」 と 

「多ﾡ的ﾡ用」 ぶ公有地ﾡごのすべ

であると考えられる

に は *れほどむずなし 

c現われてく るのであ

能 ではない ﾡ沿.

入 々

い う

て の

のキ引 

とさ

同ﾡにまた、 私的財ﾡﾡきのためのﾡ要な

・ 多月が利周の 

くないのであっ 

る. た ヒえば. 

*. 野生ﾡﾡ、

思能七ー液的に 理解す る 合 

て、 むずかしさは用のﾡ合 

公有林2おいて は唯- の ﾡ 

およびレ ? ・エーシヨン さそ

営決ﾡの 脈に考ﾡすべ乏である とい こ とを大込の入ﾡはﾡめ

ていろ。 しかし. 山林を老着はこら多建※の利月をどのよっに決 

めるべさか、 まだ ( 受にむずかし< と)経営を行っﾡ2どのく ら 

いのﾡ力と現金な*れ*れの利用2向けるべさな?. 毛え方こして 

は 多角的ﾡ用は一ﾡﾡに理解がなそれてさているけれビこ、超 首 

a 似立 っ宇役Y しての*れは. はる なに少ない効采 しか z だ ら Lて 

さて いない。

本ﾡは次のろっの 目的をも っている。

/、 多ﾡ的料用の概令のそ済的分ﾡをﾡイ丁ろでY・
っ ﾡ々、 相及すろ乙○といわている多角的利用への2つの迷

家を評 し、ここにのべよっ立すろ 分析的考 異日 面有 そどのこ

クに合数こせるかな示すこ ヒ.・

s. つさにのべろ考楽ゞﾡ突2ﾡ立っむのであるならば、 帝決さ 

ねれ X ばな らほひﾡ12ﾡ要な2っの向ﾡ2ついてﾡずろ こと ・
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土地の 多角的利用 のそ済的理論模型

大ﾡにいク と、 士地の夕角的料用は/つの疑あるいはサーブィ 

スェ ・ ひ多くのるのを産域するために 特ﾡ な士地を利用するミ とを 

意味Lていろ- 同じ 流設 »ら、 あるいは同じプロセスを通じて得ら 

る複数の以の 生ﾡはﾡ合生産理命のとで納せられる. 小愛とハ 

友薬.ある いは午肉 ヒ牛炭はしばしば起るﾡ合生ﾡ理ﾡのﾡ本的方 

烈でおろ- ざo理ﾡはほとんビﾡ権に多ﾡ的洲用両ﾡにﾡ用できる 

と考えられろ。 ニっﾡ齢はグラフて ﾡ うこヒに努力 こてきたの 

る、 22の生産ﾡの例が授ﾡに考えら *の後る一数北された多 

数生産向ﾡが考次これる-

土地をき者ぶ木ﾡ とﾡ料の生差にﾡ Lてい る地媒を前有 している 

と候ﾡしよ>. 両産ﾡを生産するたYの炭術が決され、 *れ名 

+地そ老著ﾡいうると侵ﾡする と . 很 の 向顧は斬与 の画旗から 耳 

にﾡ、 ﾡのいずれを生ﾡするな、 *れYひ*の2つるおるﾡ索 

海ﾡ合せへもとて生ﾡすろ»、 どうかな決めるでYてあろ. したが 

って・ 士地面ﾡはﾡﾡ素こみなこる。

一おの 軸徐に沼 って太ﾡ置を、 他方の ﾡ線に 沼 っ て 飼料 噎 を示す

木

材
<

ホ1

ド•

ツ
イ
ー
ト)

Fi夕/. ス生物のﾡりっろすべての生ﾡせの"ﾡ令せ
でも、このIx二Pロットさろ。

F22. 甘用は 平血上の気桂のを号:T 
おらわ二ろ. 

グラフ名ﾡくヒき. こら2っの生産ﾡのいかた る 組合 せも/っの 

※で表わすさYゞでそろ ・ たとえば、 F IにおけるA は そe。 ボー 

ド・ フ - ト (訳老ﾡ: 約引4石 )のホオと ko。 ボッド(訳者証: 

杓々心4 メ )のﾡ料の組合ぜな示し、 Bは ボード- フィート( 

#クる)の木ﾡと -2。。ポンド(約2sP メ)。 ﾡ料の 祖合 せを示Lて 

いろ. *。 池度 て何ﾡのそじ活ﾡし行わななった云らば、 ○の祖

合せが生じたるあろう ・

しなし、 しそﾡ河煙が将在し 

いうこY が候ﾡこるな らば、ﾡ 

ﾡするだめにはろ沢元の授ﾡを

、何ﾡかのﾡ営活勃ぶ行わろと 

用要とほる。 こうのﾡ用を 

要とする. ﾡ料立太の百ﾡぶ

平面画上にプロットそれるとを、 演用はこの平面上の高とによってわ 

らルすさ立がマでそる. 日/ 2おいくは、木 力 と 何 料 の 底 限 に ある 

T 能な相合せ ハ>ちのﾡ干セ、庄ﾡ質 をあらわ していろ 支柱の高さ 

とル乙に示している- ひしまた、Cがそﾡ活ﾡﾡしに得られる 組合 

でァるとするたらば、 *のヒさの桜用、 ず二の浜以外のﾡ処 

からてしとずるるあろう。 しがしほゞら、経 済的 2いっならば、 増

収益のみﾡなのである ・

2 さ. 償用回(一)さ い用 で生ﾡ左ろすべるの 
生ﾡﾡのﾡ合を示してしる-
ﾡ区入店休はし収入なしたらす vろの"て○生准
内の部c&ネ てい3. kな迎って い3核坂称く cxfa nsiet 
Pat)rは.主そ化おr工うてあ九らいるべきと:ろっ生海ウ 
o*令っ系ずな交す.

Fiチ4. 2生ﾡのﾡ合っXた
□orボ分ゥ電問(To)Y#e入UTR)曲ﾡの 
下o部分のﾡ米にxっマ 不北れた生ﾡo合C 
をy区係ぶ方る.



(4P )
零し いﾡ= の*れら 支柱のすべてをﾡびっける ( 際には F? 2 

の高皮協を通く ) ここに上って、 Fig3の東ﾡにﾡ似したﾡ択が 

作政さよ っ. **の由線はある一のﾡ用で生ﾡこれうろ太 

なとﾡ料の 組合 せのすべてな示しマており、 %れゆえ、ﾡﾡ用"曲緑 

立wぶYにする。 *ら曲線はﾡ数にみかろぶ、 =ては数本 

のみが図示さnて いる- 全苗ﾡ群の 型と同桜に. 何 别 の 曲ﾡ の翌ッ 

あらる 地ﾡに対してﾡなるこYガ 子ﾡ こる。この御は後で示さ 

n る ・

今まで は生 産 賛 のみ が•論 世、 ら M でき だ。,しか し ほぶら、 径芝の目 

的は件区入をﾡ大にするさとにあり. この旨的の産ﾡのために、ほ 

入を入 L なウばならない。* の考索は、ﾡ用の合2比ﾡして 

桜ﾡこは"*ルいに Lてる . 頻用っいて行わだ考繋と全く 救 供 

Lマいろ- たとえ 本 契 の目ﾡの入っ ている ﾡﾡ 上のいかなるが 

宴げばれて も、太ﾡ型の微幣ﾡへのﾡﾡは材ﾡに軍市ﾡﾡ格をか 

けろニYによってﾡ易にﾡ公すろことぶでさろ。 だとえば、 立ホの 

市受価格ゞガりに ～◇ooボード・ フィ ート( ﾡ者ﾡ:約ふ$お)当り 

スoドルであったならば、 xo。 ボード・ フィ ートの材ﾡはsドルの価 

ﾡがあったであろう ( 斤齐 3のtﾡ) . な○当面の市 ﾡ価格 = おい 

て同教のﾡﾡある ﾡ料 様 は、 同桜に計与=、 ﾡ料の目資上に記さ 

れる。 三の御るは、 卜>当りん47ドルのﾡ料個ﾡを似定した。 *o 
お果、 8ドルの価値あるﾡ料はスα2のポンドであった, (). 

ミら 2次名ﾡぶミ ヒにxっ <.ﾡ益引ドル名もた らチ本ﾡ とﾡ料 

のすべて可能たﾡ合せば示る込ろ。 といらのは、 すてルず:の 

終上にあるならるある" ひこ戸び、 さのラインの位署が定を 

れrば、 なかろ ラ イ ン の すべてぶ平行Yなるたにﾡ入曲ﾡの全部 

ﾡかる .
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の ﾡ価常に

(/
注めらた寺質用曲ﾡとﾡ収入曲検の双方を用いるL、 最茎ま 

しい性産ﾡ の相合在名みっけボす ミ とは非幣 にtめられた向最と 

ラってく ろ. 二らの苗ﾡぶ可能なすべての生ﾡﾡのﾡ合亡を含ん 

そいろのる、 そ営者はゆずﾡﾡ用 曲ﾡ上のある 柔でそせ すろさ ¥に 

ほる いかほる産ﾡば与えらても、役は最大町彫たﾡ益 ○報司 

そえたいこ望むだろら。 *れ放、ﾡ送者はﾡ大収益が得らろまる 

手ﾡ用歯ﾡに沼って移才る ヒさに*のさと名実現する ここずてさ 

る. ミはﾡﾡ所出ﾡ y埼収入曲ﾡYぶす ろとさにの み*ﾡ られよ 

う. といっことは、 他の次るは送ばたそﾡからの収入を*れ文リ 

ほくでさからるある。*れﾡに、 らのﾡをﾡぶラィン (あ長 

快)は土地そ老着が考えろべキとてろの木ﾡとﾡ料の*のよ りな組 

合せのすべてる描 く ごごになろ>・

般務 的 日は、 「ﾡﾡ状とのﾡ合せのいれぶ*のならのﾡK 
入を区大にするな」 とい>ことを見分けろことである- *○ﾡ法は 

Fg 又マ機明さている- その函形の下ﾡ半公は前にﾡかたﾡﾡ 

ﾡい ら炭り立っている : 上加¥分は従來◇そ消論 o uﾡ一総ﾡ 

通と松収入一を面び現わ L て いろ。 =の上初にある線の祖 と普通 

の利病政大理論の場合2展南 と)に た*との ﾡなろ相翼はﾡ一生 

ﾡよりむしろ生ﾡの組合のあいに用 しうるこYにあろ。 総 

ﾡ用曲線と総収入ﾡﾡば下の初分の広ﾡﾡからﾡかる.* nうは 

両ﾡﾡのﾡ公高のﾡ数るある。 たYばFi子 «のあい、 生産の 

相合せX ( 引みoボード.・フィ - トゥ木ﾡと /ポ ン ドの飼料 を生 

ﾡするに※するﾡ用は縦管用曲ﾡならﾡ校▽ ら、 X'(s wル ) 

cよって足"らる。 目的は*の地以ならの X益 を最大eすること 

におるので、 本ﾡYﾡ料Yの盗当左ﾡ合はﾡぼ用Y総入との送 

必を最大なら しめるところのの といクこYになるだろう。 この 

勇は 総桜同曲ﾡと総収入由ﾡのﾡ斜ぶﾡしい と= ろ--- すなわち、

. -. 一-- ------ ----- ・-- -.. ........
(フ) ﾡ用歯ﾡの町ななのみF?- 3 〜mﾡこ てい るこ < をあ&ル 

して おいてT受たい。

(3) ﾡﾡはごIﾡ*と一や1にI3. 右え。だY、こMzしろ.



<4>
原京ﾡ用が隈京以入に零しいと ころ---- で受大Yなるるあろ ゥと、 

主たとれは大 so ボード・ フィ -トク木材と /svoポ ン ドのﾡﾡで 

あろヒレて・ F;子dそあらわとていろ"

ﾡ可学が3次元のﾡ雰に悪らるのる. 今までの理勢及ﾡは2生 

ﾡ物◇みを意味する多的村用にﾡ定さハて毛た。 nれども、実際 

zは、 *の回量は*うﾡ定されてはい左い。

しばしば. 公有地 の多角的利用は木状、飼料 野生ﾡﾡ. 水 ・ 

フリエーシヨン・ および他のﾡあるいはサーヅィスの条を高味し 

ていろ。 =れらの要にﾡ継た( とか更に現ﾡ的ﾡ)ﾡへの考ﾡ 

名しめるために、 共可営2代って数学がﾡ用されとば た ら ほ い. 

前述の 22 の生産物の例ゞ用 いられ . * して生ﾡﾡの加によって

受と こ る姿化は雇齢展用が行わる とキ指格たよ う ・

尸;/ /に括が た校先的を生たの 河ﾡ性は 一ﾡの生産函投によっ 

て数学的にあらわさる。 みし一生ﾡ物上の生ﾡﾡぶヶの地炭 

な ら 生産こる らば、あ る時次る一生ﾡﾡ の生差高 は他の生ﾡﾡ 

の生差高 に影ﾡを及ぼナと いう= とが将ﾡされる。*ゆえ、 一及 

に. 各々の生産物に対する庄産函数 と演係ある以入変数 (inueVara- 
ples) に加え<- ﾡの生ﾡ物の*の差ﾡ高は、 注た 変数と 

して者そ入れわば左ら左い。 たセス、 ホ#レﾡ件の場合2は、木 

ﾡとﾡ#りﾡ虫高主示すOt とQ. およの竹受の所ﾡ的左問ﾡの 

殺入ﾡそ示す ズz. *ョ……定% とな伴っ一放化さた生差品数

とLて

©t = ( x. ズラ. ズョ........ スァ; ©f) 
©f=f( ズ, タ•7, えa...............ズ ; ©e ) 

を*っさ とにﾡみう。 各々の生差ﾡのために別々の生ﾡみ数ガル ・ 

とさろであろうから: 注ﾡ物 対考 夕らろだけ多く の力 種 丟が世 

要立=よう。 土ﾡはuﾡ愛素マおるのる. 流祭のルﾡ性はない、

(c3)
ﾡ 用 と入 ば入さだ ( Fi子s2、 によ って就朋そた ) 象ﾡ 

はグラフで表わすのがぜまし いY悪われろダ、数ﾡ的手法む戻わ 

る. ビ4☆特殊な相合の松質問で業減ﾡなの投入ﾡの合と し 

て求められるし、総ﾡ的2は、 丁ﾡ Fi2 火の上○部分で示 し天 oと 

河じよっ に活千 の生ﾡ物 ○ﾡ公高の a数ヒしてあらわこれる。この 

方程式のは一政に Tc=f(Qt.Qf )Yしてあらゆさろ・生種 

知ぶ加=るヒ. 生差高のﾡ数のmキ伴っけゞジ、 生ﾡﾡ2 
数を増加する こYによって根雑をが増すことない・

面送 に. 経り入由線は2つの生ﾡ物の 生産官の 函数にうっ しな久 

らる。

ﾡ合生ﾡの多く ○場合にほ、可能たﾡ合ぜは核ﾡ的な考ﾡによっ 

てM取こるだろう。恐らく大低の场合、ﾡ委ﾡはﾡ避な生差函数 

分にxらずに来ﾡころと忘わる。いかなる場合でジ. 一戻が 

ﾡﾡﾡ※定= れば、 生番物のﾡ合 ぜ日新し い 単一な生産物と し 

てRわ、 * L て総収入ﾡﾡとﾡ用曲旅ぶ幹めれた。たヒえば、 

F子んで図ﾡ<Yだ総収入出線は次の方程式、 すなち.

TR=4X -2/47 X
であらわこれる・

用族 e. ﾡﾡ用 由ﾡ次契にぶってあらわこれる。

TC = ース2+ノ3・クSX一 2.。 タ3X = 十ク osX'

生 ﾡ物 の 紅合 せ (X)はﾡ公超(百ボード・ィ ートで示した)の 

太林の部分によっ て示さろの対し て、 上の2っのヶ程式では.

义取 にと 何ら ず、、 Xは純合ﾡ数(co荷binded variable)である。ミ 

を説明するために. 次のこYをのべよ>・ すたわち、 $ooボード・ 

ィ -卜の木と />s2 ポ> ドの料 (ﾡﾡﾡ上 の ) の祖合 性からﾡ 

らろﾡ収入は、 総ル 入方程来 のなふのX ・なを入する ミ しにx

«). いずれ林務ﾡ
"ほえ の催かしか起 
合. 説明をﾡ平にす

・ ニの残だ 合 せ 
らたいうてあろ 
ろ ために 生寿 確

名もたらす二の可ﾡ店
>・ しかしﾡら、 ごﾡ 
レテ S ミ かめた r ・

( ごの月じﾡ程式からﾡ税用歯イの 全ﾡ が*かれる ・
こらの 浜所ﾡ係の入公なかにxって平なﾡﾡか行われろゞマ各荷的 
な用法には区るな からででは分なるﾡﾡ及所 名行ルほい・



(4
ってめられ、 TR = 4(«)一 a/&7 (2*) =/83 ドルとなるだろ

う ・

ごz 同じ結果 は各 々の生ﾡﾡからの収入を加ﾡする ミとにxっ

て得らる。すたルち・

/oceボー ド・ ブィート当。ドルとすると$っ○ボード・フィートの木おは----- /o.ooドル

トン当 &.47ドルとナろと/フ分ホ。:ドの飼ﾡは----------- -----6戸•仆»

・ , /テ5トル

これと同じ組合せ名示す代償用ばﾡ用方程式夫から・ みoドルと 

なふるヒい さヒ(Xになを入する こヒにxって得る )ぶ知らる.

TC = ースク十/マ7$く$)一2088(z$)+o/eケ(ス«)=2ぷドル

生産ﾡの組合せべ非常滞12変 り 易い 合 には、ﾡ合せﾡ数 (cenbination 
vamriable)を喫用するょ ・も・ 総営用および絶収入とに生ﾡ物の結 

合 数としてあらわす二 とo方が一ﾡ2望ましいてあろう。 かかる 

函数のﾡ栄は. 前に擬党したﾡ産函数の考察な通いて. 多分、 ﾡむ 

よく 達炭すろこYぶでそろだろ>。

グラ フ函解のﾡ合に. 利益を最大にす る生産物の相合性 はw 引 用 

商ﾡと総収入 由森とぶ局- 術斜 となるﾡを設ける こセに工って決冠 

された。=のこYは. ミらの曲旅の 低 ガ 対応、する産公高の 夜化 

と声堂ある復用(あるしは収入へﾡ化をあらわすので、ﾡﾡﾡ用ヒ 

厩坂ル入 のはが的を均ﾡをあらわ丁ﾡ社点 L う / っの力法るちる・ 

数ﾡ的には. ﾡ界ﾡ用とﾡ最収入 はﾡ公高2ﾡするすベての函数0 
ﾡなの一次導函数を来めるこ どeよっ て決ﾡこ ろ -

厩票ﾡ用と 限駅似入 とが、一致す る こ と は利 洞 殿 大 のた めの要係 

件であるなら. 2っのﾡ票実をイ コ -ルにおく ミ とにx って、ﾡ株 

村ﾡ長大のﾡ出高め決ﾡ>ろ・

たこえば、 前に展ﾡさたﾡﾡ用お* び能入 方ﾡ式なら次の2 
っの原式ぶ徹分に xヶ〜かる。す なわち、

芝

の
 

れ

割

«4)、

<4S)

QTC 
d X

M C = /S. 7s - 〜44 X ・十｛o. 3バなX

M R=-4TR一=4-2ョョ*

しし順ﾡﾡ用がﾡ原収入にﾡ しいなほらば、 /3.7$-ム.44x+Q3パX= 
4- o334 X ヒなり、 *はの ヲ/Xコーラふラニ* +2 7$一= ○-単化さ 

れる。 .

二れを解くと、 求めろﾡ公高の相合はふボード・フィートの本校 

と /xテ◇ポン ドの飼料るあろ ヒいう ミ と 町られよ ゥ ・4)
も し結合ﾡ用 ﾡごﾡ合収 入ﾡ ( - 減ﾡ法に 要てあろとそ)が 

ゅれ たならば、ﾡ原ﾡ数は生産物の**れに 資 して 全函訳 の術墓 

系数 名 来.め るここによって決走こxゥ。たYスば。 こし 絶ﾡ用が 

- ﾡ式 TC =f (②t.Qf) によクてあらわこるたらば、 *のと= 

p2 っのﾡ 票ﾡ 用 の 関係 は 商単 2次の如く るおる。

#めらた限原ﾡ用式とﾡﾡ入式は、 同ﾡ2、 イコールYおか 

れるべさであろが、 今は生産物のﾡﾡ高の タームにおいてﾡ立ヶ程 

基な作るべそるある。 未知の生ﾡ物 の坂 ヒ型式の攻とが等しいと

に にの運立式解なれ、 ﾡﾡに、 r与のﾡ用Yﾡ入のひンでこ 

土地からの#似入を最大にする生産物のﾡ公高の-相る行る- 

このﾡ論区南な面じて、 シュ>ﾡ的生産の仮定ゞ語ﾡの うちにおか 

ているこ とに気グくであろ> ・ もちろん、 のﾡは非現的で、 

引公式野のﾡ入名ﾡるために行われた. この役ﾡをゆるめるに

ﾡ咲に =万ﾡ式ガ・イF Eろとセ. 科式之ﾡ足こ a る 2っのﾡAお リ、二合、ヌス
の 線は突妓で あ3。 ・
/ つ はス入 から用をヲくけY".ﾡﾡを最大にナ3ﾡ合ぜて,おろというを検もす2ため

/ラ のみyなであろ - この 合 平方か ヨ.ど2 あ3いにs4っ バード・ フィ ート の木校でおろ-
三の 万ﾡ央か ら ミ の ﾡ高Iニ 方・リ ろ TCﾡ ンイく マあ リ、TR 注 ノフ.2デ 
ルI-レい。*え り入は ンそ •ソー ～イ = . ss ドハておる。

イの 根 くさ$イボート・ィート ) 1-= ﾡす る 様 の 仲 献 点 义,处 -/0.a/
二/イのゥフトルのを入とし たらす ミ Iになる
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は、 すべての予複ﾡ用 y子ﾡ入とﾡ共通時奨までﾡ引けばい。

後宗 の考え方

多町前利用間ﾡを分ﾡするためにのべてをたそﾡ的理ﾡﾡ型が 

「ﾡ来:の 考久方とビのような声係にろるな」 といッ向ﾡが大*く う 

なびあがろ ク・ 従采っ考えﾡは運ﾡのﾡ用これる面ﾡから2っに大 

引これ.る。G.A. ピアソン (q.A.Pearsoが3によって代表さ2 

オーグルーは大面ﾡに対する多育的利用に流用すべそのる、全 

面ﾡの細分こたの特殊用ﾡに向けるべをてあるYする。 * 

w久に、 全体とレて○*の比炭が多くの跡Lサーィ ズ老ﾡ払す2 

とレz乙、 ﾡ々の林地は*の林ルにﾡに協したたﾡ/つのﾡちるい 

はサーヅィスを生たするのにあてらるべ冬であろ。 デー ナ(pana" 

およびマクアードル (M1eArdle)(") によって代表とれたオ=のケル 

プは*の同一林地ならﾡ穫ﾡかの野Yサーィ スの生産を署Y丁 

るヒいク でとを主ﾡした。

理線的には、 ピァッン の遅条は全比求の細かこた名林地に対し 

< "一番載したﾡの生産"で漁 Eする士地ﾡ営名を以緊とす る・ 

"次に転Lたﾡの°生産は一番宝した歌の生ﾡに全くう障をさたヨ 

ないかギりにのみ訴さねれる。 たYえば、 しﾡﾡほ地取ぶ不ﾡﾡ 

にﾡむ適し ていろとい>= とが決来こたたら、 木ﾡからの骨 

ゞﾡらほいﾡりにぢいてのみ. ﾡ料の生ﾡむまた 同桜 = 許ころ

これに及 して、 デーナセマクアードルの浜染は「この同一林ﾡを 

そ駿する場合の主雲な 目的はなの面ﾡな らの ﾡ益 を最大にする=Y 

そちった」 とい>= とを主ﾡし. ま左、 「さの長大ﾡを夕るﾡ料と

(?). G.A.ヒeァソン uu. 集に おけ そ多岡的ﾡ甲、 シマーナル・オイ・ フナレスト・ 
イ2; ス3 ～ M.

(8 S. T・ " ー ナー /ア～3 多負的利町 ・ 生労学ち*wそ済学(前) 
J.For«/; <-S～44

(g) リクマード・E・マァーアル.ノグ$3.多ﾡ的利用一く の 利 出 . JT" 3 /； m戸 •、お广

(ピ? 

木ﾡのﾡ合せは木本ﾡ公ﾡの否干のﾡ生をとしたっ」と a う ごと を 

並ねて主ﾡした。

こら2っの 浜案 の井比は、 明うな2、 こで でﾡ調 これていろ。 

sく○場合、 双ァ。長索. ▼喫上. 同じ崎票をそたらしたである 

ら. けどz、 天麻預飛のﾡﾡのだえまない拡長に二ってﾡ色づ 

らnる そ清に おい < は相 呉塚が大く たりうるミ ヒダ予堀とれ よ う- 

深山の士 地ぶお る ﾡ合l2 は 地利 用の争いというもの 祐 である- 

- 一方 の 利用城大がm方の利 用を細ヶ さ せる塲合に は奥際の向期 

ゞ起〜 ッ、合祭画 の 土 ﾡは常に •3 ・ 集約 的 に利 甲これろぶうほっ 

てなマいる.

ホ

ガ
Q

 1

ト
シ
：

ト>

非 常 - ﾡほ3 ス森

YロyA は木 生

oﾡI対すろ 可ﾡなFi子 S. る 用 o型。

地 戒 B はﾡ料。 生 

で・あろ・

これら2っ～案名致すろために 「土地そ宅着のも?林ﾡの各々 

は、 ﾡらかに、 軍一お生産ぬの生ﾡ2返する」 とﾡ定 しxう。一万 

は看 L< 不枚生産Y2 . 他万 は知料生 ﾡ2振 してい る非常に緊なった 

2っ o地ボに対 tて の可ﾡなﾡぼ用のﾡ型は Fi.今る説那 た て い 

る。 乙し2っの図の目区りが同いて、 しかも生ﾡ物価格のﾡ係ぶ前 

! 使用こたむの Y同じであるた らば、 Fa $A このﾡ線は木ﾡ 

名あらわすﾡﾡ(#ﾡ) y-致し、またなBこの*はﾡ料をあら 

わナﾡﾡ(ﾡ軸) -致しただろら。この こと は、 かかろﾡ件の込
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とるは、 太ﾡYﾡ料のいかなる相合せる、 *の地ﾡが最しょく 合 

した束 / っ の生産ﾡ○生産を行った 合 よ りむ少友いひ>となる 

といクでYを指ﾡすろむのであろ. *れのえに、 このダイの 

るはピアソ ンの凝索が全く正しいるあろっ。 しかしたぶら、 *れは 

ﾡ別海合にのみあマは王る ヒいカ Yは卵らかであろ・

しし*の場済ぶF? «る説町 したﾡくでなけれ ば -- セの 代り に. 

もと *れが Fi? 引によって図解これたるのにヨリイスているた らば一 

最収益を迷ﾡしよ>ヒするYラにはデーナとマクアードルの 浜架 

がは要となってく2- *nゆえに、 ピアソンのﾡ索はデーナとマ7 

アー ドル学系の堤ﾡとﾡに及すろのてはほいが 一致するのほﾡ 

2ﾡ別なワースである。

F;a ぐはﾡら / っの価格ﾡ係 のもとての /っの 生産ﾡに tてo 

み面用それることを団台に示している。 河ﾡに* はﾡ 用かあるい 

は収入のいかのﾡ係が夜るとさに、 減ﾡの生ﾡの組合せはるわ 

る ( 広 ﾡ練 はﾡく ) そあろっといっこYが予期モる。愛にあるﾡ 

ﾡにおいては、 至営のあるﾡ約度の銀ﾡるは神ﾡ的法2っの利問が、 

催 の 集約 凄段ﾡるは競合的とるこ しうニマッ しばしば お こ りうる。

(P

量 を図 る上でのﾡ問題

読君は,疑い 3なく. ¥ﾡ的理ﾡ長型をほﾡする場合に、 彼術価 

催のみが便用さたとい力= とをﾡ ったであろっ・ﾡ後 比段ぶﾡ説 

的に行われる前z. たYえある 公分母 が央在 せ ばなら ないヒ Lて 

. 省ﾡタームる生産物の価値を決するこヒは決して 愛係件で 

はたい. 埼当 なﾡ用Y 収益ぶ分 ヒ入ってくるかざリ、 ミの理論ﾡ 

型は公的おろいば私的ﾡﾡにﾡ し < 正当た造用性をむって いろ・ 前 

石。場合、ﾡ々ほる庄産物のためにﾡ用たれる社会ﾡﾡ用 ( ﾡ者徒 

:水皆によろ思業 の補ﾡﾡ ) お よ び社会的収益 ( 者注 : ﾡ浜 用 

たとえば風致、 レ ク り エシヨ ンﾡ) を見込んだであろう ～- 私有地 

えの園用 の場合には、 ﾡら く 有君にア署をおよぼﾡ 用 とW益の 

が分析の対象 となるだろっ ・ 全く *o当 ・にで消協理染ポ型のっ 

yﾡﾡこてさ た 二 Yは四 らかである。施 防 の 内密 は 超 干 み地ﾡに 

おける研ﾡの大部分(少< とひ*のうらの2 ○は望 ほ准を認める ) 

を合んでい る-

オーは市ﾡ引 =xって ﾡ常評価されな い*れらすべての注産物 

にﾡ係がある。 = こでい シ主ﾡなﾡ介ﾡは行わnろ さ の ﾡﾡお 

后ﾡを可ﾡにするようほ系るにェらずにﾡされるﾡ花のﾡさた 

めろ ごヒ で ある。房庄ﾡ、ﾡﾡ地、登 の 從 の私 の2 気 解他 で 評 

ﾡナる試みは行わろべこでないセ丁るス卓 ""が多い け ボ ビジ、 納 

nわれのそ済社会においては信常夕 -ムで評価これたﾡは、 とばし 

ば、 異なった競合する利益をひっているとい> 介た ミ ヒが持ﾡ し 

<いる- 岩石の多い、W»たﾡは浜色をﾡ好するんマヒっマては.

お企ては買えない" ステキるのかる知れほいけれビ、 し 

石油が岩の下にある こ とがわなっ たたら ド、 *の海ﾡは*。 美ﾡそ 

ﾡ持する見込っなたく してしきうだろク。

引 さによらないで決 た h る価館を※める場合の画有ほ向題は
F •• w w*幸 執»業千等事* *業*〜* w..* * ***や基** 季 琴 マ--ママ---でマ-輪で率ャ"季番堂 ・堂*客*等キでママィキマ*-*キャマ**-----------メマ-ャ季マキマ卒でママレやトアィや帝帝ーマペマキマママィ-マャ---マ-でマ ww〒マンャャマキでママ---マ-ででマ . 

vo). だ ¥え. ﾡ注 s.て引 ﾡ.して い る デー ナ の 飾辦.中 にこ て い 
るロート- マージ'マルの文を»兵・



(3
本論外 にあるrビむ. 等ﾡ用区 て属所ﾡれた方法ば これらみ価 

ﾡのいくク か冬次め る の に役立 っといっことに着 東す る の は盗切 と 

思ろ. 説卵のために、容易に測定 しり る価弦を相す 名生産物(た と 

え ば木材 ) ぶ一方の 目監におなれ、また他才 の B 盗に容号に評価し 

え左いﾡﾡ夕 ( 大休. 野生ﾡ物) をﾡ史する=YにL っ. こnれは 

羽定し うる質用とﾡ合されろ縦ﾡにﾡﾡ的ﾡ優に依存していろのる。 

われわは、 なお、 ﾡﾡ用由ﾡをﾡくこヒがでモェ>- *の様料ぶ 

向ﾡとなっている項目だけ、 X 入由ﾡをﾡく = とに 困難)甘 び、あ 

ると思わるだろう。

しか し ・ 野生前物 と本オ ヒのバラ> スがほぼ正しい と考えられる 

地ﾡ名しっているとﾡﾡしこゝ. 等営用 当ﾡは上ﾡのよう にLて図 

表化さ 現在○至ﾡﾡ次がこれらみ出ﾡのらちの/クク線上にﾡ 

めらろ。 と し現左のバラン ス正しいY桜ﾡ=るならば、現ﾡ 

の圣皆片奨に関する 等ﾡ用歯ﾡの /文において*する ラィ >は性ﾡ 

物2ﾡ個値"名示すと認めっる。ミのﾡﾡ のﾡﾡは*の2財のﾡﾡ 

の上にﾡしく *のっちの/(木材)はﾡ易に価ﾡ督がきまる。 

でちる。 たとえば、 ししﾡ料が公定で. *の本ガの目産ﾡとのﾡﾡ

2ドルであるをらざ、 野注郭処 o 目 盗線 上 の 女史 にあ だる野生物 

クのﾡば、 万旅に、2ドルの価ﾡとなるであろう. ちろえ、 ミの 

三Yは、 単に・ ﾡ会桜用 の後念の延反でおリ、また丁 殿. 絵通ゃ発 

/足の ﾡ確ゞﾡ 人々々にヒマては・ *。婚入 倍格 = り多かった 夕 

ﾡったりろヒ 同桜 に・ 個人個くが多少とも翼ﾡった 評催 をる野 

ﾡ物 グ価 名三める= とを役定 していない。 しかしRら、 

は特ﾡた地ﾡのそ営を支配する ﾡ理上の決ﾡ= ェって 呼生ﾡﾡに用 

ﾡ丁る価ﾡを示すしのるちる。 *は、 い. ある酒入ゞ*の2っ 

○生ﾡﾡのバラ >スが正L い と考える戻らば. *前ﾡの下でる当 

な野庄勢物が ひちっ ろそ済が価復でち a。

多< の研ﾡをル最とすろ才= ○領は木*、水.ﾡ料. おゞがK 
ﾡから得らろ他のすての生ﾡぬのためのそ巻におけるいろいろ 

な集約ﾡにする益を来来するミ こにﾡ係ぶおる.。林ﾡにおい 

て行る "質用および収益" ②研ﾡは正しい赤業そﾡを行っ受合 

の手段であるけごむ、 =Y ら の千投は大に*のﾡ国を抜大しな 

けば左らをい ・ 個々に分ﾡされたﾡ合の研るは不ﾡ分るある- 

xは " 山林てきが支っ ひ のであろな° あるいはﾡ別左 建林 o 
奥行 ゲル支ﾡう»、 ビゝかといっ= こ名知るのに不ﾡ分である.「ご 

oくらい の段 ﾡ ﾡぶﾡそ巻 を最 も 相にするだろうめ?1 といッ 

民 に対L てはろかに愛れた回答をなしうるこうにすろミ とがじ要 

マある。 この=Yは今日までなさてﾡた分ﾡよ"むはるかに高凄 

な腫類 に孱す3 投入---  差公分ﾡをル要ととていろ. かかる価究 

ﾡなミ とはﾡ台 で5ろ よらに思れろ。

ﾡ語 7

F;8 4そ図解こた* り方を除Iド、 今まる クぐらhれてﾡた多ﾡ 

的利用 へ の老 舞 は. 生ﾡ経済家と っ てﾡﾡ町と思わる方法許を 

っていたいYいう=ヒザ・ 純静として、 いえぶら・ とかとアら、 

受商ﾡ土地i用は、 運常、 合生ﾡの同費Yしマ認められていほい 

し、 しか本考楽はﾡ然のま手の 土地そﾡ術ﾡの み好でﾡﾡする大 

初分のス々にヒって目新しいものるあると思う。 さらに、本考泰 

は多角 的神 用 の ﾡ令 にとし方>若千のﾡ 乱セ ﾡ 観的 な方 法でこって

※する とほわる し、また*は若千のス々が" 無予 なもの(inta- 
nyiHes )" しして考条したいYﾡ?ているよっな生達ﾡ にナ ろ 稲 

彼なﾡめるっこ人 の出発ﾡな 姫供 するだろ ら .


